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平成21年度決算概要
　〜行田市の家計簿をお知らせします〜
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平
成
21
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
決
算
は
、
自
治
体
の
予
算
執
行
や
財

政
運
営
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
自
治
体
の
家
計
簿
と
い
え
る
も
の
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
大
切
な
税
金
な
ど
が
ど
の
く
ら
い
入
り
、
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

歳　　入　　の　　特　　徴

市　　　　  税

○景気低迷に伴う企業収益の悪化により、法人市民税については、
対前年度比で 2 億 9,358 万円（△ 37.8％）の大幅な減収となり、
個人市民税については、1 億 5,972 万円（△ 3.4％）の減収とな
りました。

○評価替えにより、固定資産税が 1 億 4,756 万円（△ 3.1％）、都
市計画税も 2,452 万円（△ 3.4％）の減収となりました。

国・県支出金
○定額給付金事業の実施や国の経済対策に基づく地域活性化・経

済危機対策臨時交付金などにより、国庫支出金が対前年度比で
17 億 4,510 万円（79.2％）の増収となりました。

地 方 交 付 税
○景気低迷に伴う税収の減少や、地域の実情に応じた雇用対策の

財源措置として地域雇用創出推進費が創設されたことなどによ
り、普通交付税が、対前年度比 6 億 5,775 万円（23.0％）の増
収となりました。

市　　　　  債
○地方交付税の財源不足を補てんするための臨時財政対策債が 4

億 1,634 万円（55.2％）の大幅増となりましたが、借換債 2 億
8,850 万円（皆減）や減収補てん債 1 億円（△ 33.3％）の減など
により、総額ではほぼ同様の規模となりました。

譲与税・交付金
○自動車販売台数の減少のほか、エコカー減税の実施による影響

などにより、多くの譲与税・交付金において、対前年度比で減
収となりました。

歳  入  総  額 262億6,832万円（前年度比5.1％増）

262億
6,832万円

歳  出 歳  入
252億
449万円

108億7,751万円
（41.4％）

【125,992円】

108億7,751万円
（41.4％）

【125,992円】

市　税

52億5,663万円
（20.0％）
【60,886円】

52億5,663万円
（20.0％）
【60,886円】

国・県支出金
40億305万円
（15.2％）
【46,367円】

40億305万円
（15.2％）
【46,367円】

地方交付税

市　債
22億3,032万円（8.5％）

【25,833円】
22億3,032万円（8.5％）

【25,833円】

譲与税・交付金
15億7,244万円（6.0％）【18,213円】15億7,244万円（6.0％）【18,213円】

 9億6,483万円
（3.7％）【11,175円】

 6億1,703万円
（2.4％）【7,147円】

 7億4,651万円
（2.8％）【8,647円】

繰越金

負担金・使用料 その他

75億4,820万円
（29.9％）
【87,429円】

75億4,820万円
（29.9％）
【87,429円】

民生費

43億6,269万円
（17.3％）
【50,532円】

43億6,269万円
（17.3％）
【50,532円】

総務費

39億2,189万円
（15.6％）
【45,427円】

39億2,189万円
（15.6％）
【45,427円】

土木費

30億4,930万円
（12.1％）
【35,319円】

30億4,930万円
（12.1％）
【35,319円】

教育費

28億346万円（11.1％）
【32,472円】

28億346万円（11.1％）
【32,472円】

公債費

衛生費
14億4,967万円
（5.8％）

【16,791円】

消防費 その他 10億1,296万円
（4.0％）【11,733円】

 10億5,632万円
（4.2％）【12,235円】

市民１人当たり
歳　入　計

【304,260円】

市民１人当たり
歳　出　計

【291,938円】

※グラフの【　  】の
　数値は、市民１人
　当たりの額です。
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新築された北部第8分団庁舎

※市ホームページにも決算状況を掲載しましたので、ご覧ください。

歳　出　の　主　な　事　業

民　  生　  費
○保育事業…11 億 2,427 万円　　　　　　　　 ○児童手当等支給事業…8 億 8,840 万円 
○生活保護事業…9 億 6,945 万円　　　　　　　○障害者自立支援給付事業…5 億 3,318 万円 
○後期高齢者医療事業…5 億 1,616 万円　　　　○老人福祉事業…9,189 万円　 
○医療費支給事業（子ども、ひとり親家庭等、重度心身障害者）… 4 億 282 万円

総　  務　  費
○定額給付金事業（給付金）…13 億 1,914 万円　○地域振興基金積立事業…3 億 2,846 万円 
○循環バス運行事業…5,037 万円　　　　　　　○合併処理浄化槽設置補助事業…1,939 万円 
○自治会交付金事業…2,941 万円　　　　　　　○防犯灯電気料等補助事業…1,578 万円

土　  木　  費
○道路新設改良・維持事業…6 億 2,768 万円　　○河川等改修・維持事業…2 億 9,675 万円 
○南大通線街路事業…2 億 7,001 万円　　　　　○南北道路整備事業 ･･･8,948 万円 
○工業団地通線街路事業 ･･･6,636 万円　　　　 ○森づくり環境再生事業…212 万円

教　  育　  費

○少人数学級編制事業…1 億 2,105 万円　　　　○小・中学校施設改修事業…1 億 4,241 万円 
○小・中学校扇風機設置事業…1,176 万円　 　  ○英語指導助手配置事業…4,425 万円 
○小学校英語教育活動事業…707 万円　　　　　○寺子屋事業…599 万円 
○幼稚園就園奨励事業…8,888 万円　　　　　　○図書館蔵書整備事業…2,900 万円　 
○学校給食センター調理業務等…5 億 2,568 万円　

衛　  生　  費
○可燃ごみ処理事業…4 億 3,627 万円　　　　　○不燃ごみ処理事業…1 億 3,239 万円 
○資源リサイクル事業…9,607 万円 　　　　　  ○し尿処理事業…1 億 2,830 万円 
○予防衛生事業… 1 億 855 万円　　　　　　　 ○母子保健事業…4,846 万円 
○成人保健事業…4,799 万円　　　　　　　　　○休日急患診療事業…1,638 万円

消防費・その他 ○消防自動車更新事業…9,031 万円　　　　　　○外国語観光ガイドブック作成事業 ･･･2,040 万円 
○消防団庁舎整備事業…1,495 万円　　　　　　○農道および排水路整備事業…1 億 1,390 万円

歳  出  総  額 252億449万円（前年度比4.9％増）

市民１人当たり
歳　入　計

【304,260円】

市民１人当たり
歳　出　計

【291,938円】

※グラフの【　  】の
　数値は、市民１人
　当たりの額です。

市民１人当たり
歳　入　計

【304,260円】

市民１人当たり
歳　出　計

【291,938円】

※グラフの【　  】の
　数値は、市民１人
　当たりの額です。

262億
6,832万円

歳  出 歳  入
252億
449万円

108億7,751万円
（41.4％）

【125,992円】

108億7,751万円
（41.4％）

【125,992円】

市　税

52億5,663万円
（20.0％）
【60,886円】

52億5,663万円
（20.0％）
【60,886円】

国・県支出金
40億305万円
（15.2％）
【46,367円】

40億305万円
（15.2％）
【46,367円】

地方交付税

市　債
22億3,032万円（8.5％）

【25,833円】
22億3,032万円（8.5％）

【25,833円】

譲与税・交付金
15億7,244万円（6.0％）【18,213円】15億7,244万円（6.0％）【18,213円】

 9億6,483万円
（3.7％）【11,175円】

 6億1,703万円
（2.4％）【7,147円】

 7億4,651万円
（2.8％）【8,647円】

繰越金

負担金・使用料 その他

75億4,820万円
（29.9％）
【87,429円】

75億4,820万円
（29.9％）
【87,429円】

民生費

43億6,269万円
（17.3％）
【50,532円】

43億6,269万円
（17.3％）
【50,532円】

総務費

39億2,189万円
（15.6％）
【45,427円】

39億2,189万円
（15.6％）
【45,427円】

土木費

30億4,930万円
（12.1％）
【35,319円】

30億4,930万円
（12.1％）
【35,319円】

教育費

28億346万円（11.1％）
【32,472円】

28億346万円（11.1％）
【32,472円】

公債費

衛生費
14億4,967万円
（5.8％）

【16,791円】

消防費 その他 10億1,296万円
（4.0％）【11,733円】

 10億5,632万円
（4.2％）【12,235円】
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、平成21年度決算に係る健全化判断比率および資
金不足比率を公表します。
　本年度の算定結果は、実質赤字比率と連結実質赤字比率については、昨年に引き続き赤字はなく、実質公債
費比率については、0.1ポイント上昇しましたが、借金残高は減少しており、将来負担比率については、4.2ポ
イント、昨年度に比べ改善しました。また、公営企業における資金不足比率についても、資金不足（赤字）を
生じた会計はありませんでした。いずれの比率においても「早期健全化基準」や「経営健全化基準」などを大
きく下回る結果となりましたが、今後も引き続き努力をすることにより、財政の健全化を図ります。

健全化判断比率

　 Ｈ21決算比率
早期健全化基準

比率の説明
Ｈ20決算比率 Ｈ19決算比率

財政再生基準 県内市町村での本市の順位

実質赤字比率 ー
　　 12.66％ 一般会計の赤字の程度を指標化したもの

（赤字がないときは、算定されません）
ー ー

　    20.00％ 全市町村で比率なし

連結実質赤字比率 ー
　　 17.66％ すべての会計の赤字の程度を指標化したもの

（赤字がないときは、算定されません）
ー ー

　　 40.00％ 全市町村で比率なし

実質公債費比率 8.6％
　　  25.0％ 一般会計の借金の返済金とこれに類する

経費の大きさを指標化したもの
8.5％ 8.7％

　　  35.0％ 21位／70市町村 21位／70市町村

将来負担比率 68.3％
 350.0％ 一般会計の借金残高や将来支払う可能性

のある負担額を指標化したもの
72.5％ 79.9％

ー 30位／70市町村 31位／70市町村

※平成19・20年度の実質公債費比率と将来負担比率については、県内全市町村で、良いほうから数えた順位です。

資金不足比率

公営企業会計 Ｈ21決算比率 経営健全化基準 比率の説明
Ｈ20決算比率 Ｈ19決算比率

県内市町村での本市の順位

水道事業会計 ー

20.00％

公営企業の事業規模に対する資金不足（赤
字）の程度を指標化したもの（資金不足が
ないときは、比率は算定されません）　
 ※資金不足額や剰余額は、一般会計などの
　実質収支額と合算して、連結実質赤字比
　率を算定します。

全公営企業会計で
比率なし下水道事業特別会計 ー

長野土地区画整理特別会計 ー
全市町村で比率なし

簡易水道事業特別会計 ー

特別会計

会　　　計　　　名 歳入決算額
　

歳出決算額 翌年度繰越財源 実質収支
うち一般会計からの繰入金

国 民 健 康 保 険 事 業 84億8,743万円 8億591万円 83億1,373万円 483万円 1億6,887万円

下 水 道 事 業 29億8,996万円 13億円 28億6,483万円 143万円 1億2,370万円

交 通 災 害 共 済 事 業 3,569万円 ー 1,917万円 ー 1,652万円

老 人 保 健 事 業 5,940万円 ー 1,958万円 ー 3,982万円

長野土地区画整理事業 1億2,233万円 1億590万円 1億2,233万円 ー 0円

介 護 保 険 事 業 43億8,258万円 6億4,243万円 42億5,554万円 ー 1億2,704万円

南河原地区簡易水道事業 1億3,001万円 3,500万円 1億2,420万円 ー 581万円

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 6億5,475万円 1億5,700万円 6億3,528万円 ー 1,947万円

※実質収支とは、歳入歳出決算の差引額から繰越事業に充てる財源を控除した実質的な翌年度への繰越額です。

　特別会計は、特定の事業をより円滑に進めるために、一般会計から分離して別に収支経理を行うもので、国の法律や市の
条例によって設けることができる会計制度です。

健全化判断比率・資金不足比率
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　市の借金は、建設事業に充てるほか、国の政策による交付税の財源不足や市税の減収を補てんするために借
り入れを行っているものがあります。こうした特例地方債は、国の財源不足を反映して増加傾向にあり、市の
借金全体の約24％を占めるに至っています。
　年度末現在の残高については、平成21年度は、引き続き新たな借り入れを抑制したり、繰上償還を実施し
たりしたことにより、前年度に比べて総額で10億８,000万円、特例地方債を除くと18億７,000万円減らすこ
とができました。

市の借金残高の推移

340

520

500

480

460

440

420

400

380

360

H17 H18 H19 H20 H21

※H17は旧南河原村分を合算して比較しています。

億円 各年度末現在

481.6

378.1

514.6

427.4

506.5

412.4

495.3

397.4

全 会 計

特例地方債を除いた推移

470.8

359.4

〜今の残高はどのくらい〜

行田市の借金の状況を公表します

〜新地方公会計制度の取り組み〜

平成20年度決算に基づく財務書類４表を作成しました
　市では、平成12年度決算から普通会計の貸借対照表（バランスシート）を作成してきましたが、地方公会
計改革の一環として、出資法人まで対象を広げた連結ベースでの財務書類の作成が求められたことから、平成
20年度決算について、国の基準に基づく財務書類4表を作成しました。
　財務書類４表とは、貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書のことを指し、普
通会計の４表に加え、特別会計や一部事務組合、さらに出資法人まで含めた連結ベースでの４表も併せて作成
しています。
　財務書類を作成することで、以下の例のような市の資産・債務の状況分析が可能となることから、平成21
年度以降の決算についても、継続して財務書類の作成を行い、より一層分かりやすい形で市の財政状況を市民
の皆さんに公表できるよう取り組みます。

▶問い合わせ　財政課財政担当（内線326）

【財務書類を活用した分析の一例】

●社会資本形成の世代間負担比率（貸借対照表）
　道路・水路などのインフラや、体育館・図書館などの公共施設を整備するための経費を、過去および現役世代
と、将来世代でどの程度の割合で負担しているかを示すものです。
　普通会計では、約75%がこれまでの世代の負担で賄われていますが、下水道では、逆に約65%が将来世代の
負担、つまり整備した施設に対して借金として残っている割合が多くなっています。

　・これまでの世代の負担比率　＝　公共資産合計　／　純資産合計
　・将来世代の負担比率　　　　＝　公共資産合計　／　地方債合計　

※市ホームページに、財務４表と詳細な報告書を掲載しましたので、ご覧ください。
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▼
日
時　

平
成
23
年
１
月
９
日
㈰

　

午
後
１
時
受
付　

午
後
１
時
30
分
開
会

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル

平
成
23
年
行
田
市
新
成
人
を
祝
う
会
実
行
委
員

を
募
集
し
ま
す

　

毎
年
、
新
成
人
を
祝
う
会
実
行
委
員
会
が
中

心
と
な
り
、
新
成
人
を
祝
う
会
の
企
画
・
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
実
行
委
員
会
回
数　

３
～
５
回　

※
第
１
回

実
行
委
員
会
は
10
月
22
日
㈮
を
予
定

▼
時
間　

午
後
７
時
～
９
時

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館
２
Ａ
会
議
室

▼
対
象　

平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成
３
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方

▼
募
集
人
数　

10
人
程
度

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ひ
と
つ
く
り
支

援
課
生
涯
学
習
担
当
☎
５
５
６―
８
３
１
９

　

市
で
は
、
少
人
数
学
級
実
施
の
た
め
、
子
ど

も
が
好
き
で
教
え
る
の
が
大
好
き
な
先
生
を
募

集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

市
内
の
小
・
中
学
校
に
常
勤
す

る
教
諭
…
若
干
名

▼
募
集
要
件　

小
学
校
お
よ
び
中
学
校
（
国
語

　

・
社
会
・
数
学
・
理
科
・
保
健
体
育
を
予
定
。

詳
細
は
募
集
要
項
を
参
照
。）の
教
員
免
許
状

を
お
持
ち
の
方
（
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に

当
該
免
許
を
取
得
見
込
み
の
方
も
可
）
で
、
昭

和
50
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
。

▼
募
集
要
項　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
（
11
月
１
日
㈪
か
ら

可
能
）
。
ま
た
、
学
校
教
育
課
（
市
産
業
文

化
会
館
３
階
）
お
よ
び
人
事
課
（
市
役
所
２

階
）
で
も
配
布
し
ま
す
。
郵
送
希
望
の
場
合

は
１
２
０
円
切
手
を
貼
り
、
郵
便
番
号
と
あ

て
先
を
明
記
し
た
返
信
用
の
角
型
２
号
封
筒

を
同
封
の
う
え
、
学
校
教
育
課
（
〒
３
６
１

―

０
０
５
２
行
田
市
本
丸
２―

20
）
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

▼
願
書
締
切

 

【
窓
口
受
付
】
11
月
15
日
㈪
午
後
５
時
ま
で

 

【
郵
送
受
付
】
11
月
15
日
㈪
消
印
有
効

▼
採
用
試
験

 

【
１
次
試
験
】
11
月
28
日
㈰

 

【
２
次
試
験
】
平
成
23
年
１
月
15
日
㈯

▼
任
用
期
間　

平
成
23
年
度
の
１
年
間
（
再
任

用
制
度
あ
り
）

▼
待
遇　

当
市
規
定
に
よ
り
、
埼
玉
県
費
負
担

　

教
職
員
と
同
程
度
の
給
与
を
支
給
し
ま
す
。

ま
た
、
福
利
厚
生
は
公
立
学
校
共
済
組
合
埼

玉
支
部
、
㈶
埼
玉
県
教
職
員
互
助
会
に
加
入

し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
学

校
教
育
改
革
担
当
☎
５
５
６―

８
３
１
６

▼
日
時　

10
月
16
日
㈯
午
前
９
時
20
分
～
午
後

３
時
30
分

▼
場
所　

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」

▼
内
容

　

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（
午
前
９
時
30
分
）

○
人
権
作
文
発
表
（
午
前
10
時
20
分
）

○
舞
台
発
表
（
午
前
10
時
30
分
）

○
講
演
会
（
午
後
１
時
30
分
）

「
報
道
と
人
権
～
情
報
社
会
を
考
え
る
～
」

講
師
：
杉
尾
秀
哉
さ
ん
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ

報
道
局
解
説
・
専
門
記
者
室
長
）

○
抽
選
会
（
午
後
３
時
）

○
会
場
内
・
屋
外
イ
ベ
ン
ト
（
人
権
啓
発
パ

　

ネ
ル
、
人
権
標
語
の
展
示
、
作
品
展
示
、

農
産
物
な
ど
の
即
売
な
ど
）

▼
入
場
無
料　
　

▼
そ
の
他　

手
話
通
訳
有
り

▼
主
催　

北
埼
玉
地
区
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会

▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
推
進
課
人
権
同
和
対
策

担
当
（
内
線
２
２
１
）

平
成
23
年
行
田
市
新
成
人
を
祝
う
会

浮
き
城
先
生
を
募
集
し
ま
す（
第
２
次
）

～
み
ん
な
笑
顔
で
～

  

第
８
回
北
埼
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ

市
制
施
行
61
周
年
・
文
化
の
日　

合
併
５
周
年
記
念
式
典

　

旧
南
河
原
村
と
合
併
し
、
新
た
な
「
行

田
市
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
５
年
を
迎

え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
合
併
５
周
年
を
市
民
の
皆
さ

ん
と
共
に
祝
う
記
念
式
典
を
、
市
制
施
行

61
周
年
・
文
化
の
日
記
念
式
典
と
併
せ
て

開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
３
日
㈬ 

午
前
９
時
30
分

開
場　

午
前
10
時
開
式

▼
場
所 

「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル

▼
内
容　

・
各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
個
人
お
よ
び

　

団
体
の
表
彰

・
忍
城
お
も
て
な
し
甲
冑
隊
に
よ
る
剣
舞

・
南
河
原
中
学
校
生
徒
に
よ
る
合
唱

・
中
央
小
学
校
児
童
に
よ
る
吹
奏
楽
演
奏　

　

な
ど

▼
そ
の
他　

入
場
自
由

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
政
策
課
政
策
担
当

　

（
内
線
３
０
８
）
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市
で
は
現
在
、
行
田
市
民
便
利
帳
を
株
式
会

社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
協
働
に
よ
り
作
製
し
て
い

ま
す
。
行
田
市
民
便
利
帳
は
、
印
刷
か
ら
発
行

ま
で
の
経
費
を
広
告
料
で
賄
い
、
市
の
費
用
負

担
は
伴
わ
な
い
官
民
協
働
事
業
と
し
て
進
め
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
市
民
便
利
帳
に
広
告
を
掲
載

し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
や
商
店
な
ど
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
市
と
協
働
で
取
り
組
む
株
式
会

社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
、
市
内
の
事
業
者
や
商
店

を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
広
告
掲
載
の
申
し
込
み
は
、
直
接

同
社
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み　

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
☎
５

　

２
５―

１
４
４
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８―

５
２

　

５―

１
４
４
７

▼
問
い
合
わ
せ　

広
報
広
聴
課
広
報
広
聴
担
当

（
内
線
３
１
８
）

　

豊
臣
秀
吉
軍
を
迎
え
撃
っ
た
忍
城
の
武
将
た

ち
が
、
行
田
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
「
忍

城
お
も
て
な
し
甲
冑
隊
」
と
な
っ
て
よ
み
が
え

り
、
皆
さ
ん
を
「
お
も
て
な
し
」
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰
・
９
日
㈯
・

10
日
㈰
・
11
日
㈪
・
13
日
㈬
・
16
日
㈯
・
17

日
㈰
・
21
日
㈭
・
23
日
㈯
・
24
日
㈰
・
27
日

㈬
・
30
日
㈯
・
31
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後

３
時
（
天
候
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、
変
更
に

な
る
場
合
あ
り
）

▼
場
所　

忍
城
址
（
郷
土
博
物
館
周
辺
）

▼
内
容　

成
田
氏
長
、
成
田
長
親
を
は
じ
め
と

す
る
甲
冑
を
身
に
ま
と
っ
た
戦
国
武
将
と
の

写
真
撮
影
お
よ
び
「
忍
城
お
も
て
な
し
甲
冑

隊
」
に
よ
る
剣
舞
の
披
露

▼
問
い
合
わ
せ　

観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室

　

の
ぼ
う
の
城
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
担
当
（
内
線
３

　

７
９
）

行
田
市
民
便
利
帳
に

　
　
　
　

広
告
を
載
せ
ま
せ
ん
か

「
忍
城
お
も
て
な
し
甲
冑
隊
」

　
　
　
　
　

10
月
の
出
陣
予
定

教
育
委
員
会
委
員
に

　
　

 

鹿 

山　

高 

彦 

氏

　

９
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
同
意
を
得
て
、

鹿
山
高
彦
氏
（
桜
町
・
56
歳
）
が
教
育
委
員

会
委
員
と
し
て
新
た
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
庶
務
担
当

　

☎
５
５
６―

８
３
１
１

鹿山　高彦 氏

がんばっています！  行田の中学生

　

８
月
６
日
、
第
77
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
埼
玉
大
会
が
大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
南
河

原
中
学
校
が
出
場
し
、
銅
賞
に
輝
き
ま
し

た
。

　

出
場
し
た
35
人
の
生
徒
は
、
全
員
が
ほ

か
の
部
活
動
を
兼
ね
て
お
り
、
練
習
時
間

の
確
保
に
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、

夏
休
み
に
は
昼
食
を
持
参
し
て
練
習
し
た

り
、
練
習
場
所
に
公
民
館
を
利
用
し
た
り

と
、
家
族
や
地
域
の
応
援
を
受
け
て
大
会

に
臨
ん
だ
同
校
生
徒
は
、
少
人
数
な
が
ら

持
ち
前
の
団
結
力
に
よ
り
、
本
番
で
も
練

習
の
成
果
が
発
揮
で
き
た
よ
う
で
す
。

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
埼
玉
大
会
で
南
河
原
中
学
校
が
銅
賞

　

９
月
４
日
、
埼
玉
県
県
民
健
康
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
第
29
回
少
年

の
主
張
大
会
で
、
埼
玉
中
学
校
３
年
の
鈴
木
啓
一
郎
さ
ん
が
県
教
育
長
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

埼
玉
中
学
校
で
は
毎
年
、
校
内
弁
論
大

会
を
開
催
し
、
生
徒
の
表
現
力
や
発
表
力

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
鈴
木
さ
ん
は
、

仲
間
と
切せ
っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
す
る
中
で
培
っ
た
力
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
、
「
江
戸
し
ぐ
さ
を
広

め
よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
堂
々
と
し
た

発
表
を
行
い
、
今
回
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し

た
。
学
校
を
上
げ
て
の
取
り
組
み
の
成
果

が
現
れ
た
も
の
で
、
後
輩
の
皆
さ
ん
に
も

励
み
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

埼
玉
中
の
鈴
木
啓
一
郎
さ
ん
が
県
教
育
長
賞
を
受
賞

か
っ
ち
ゅ
う
た
い



敬
老
祝
賀
式
典

敬
老
祝
賀
式
典

敬
老
祝
賀
式
典

敬
老
祝
賀
式
典

竹
内　

清
子	
（
佐
間
地
区
・
二
佐
間
）

市
川　

政
雄	

（
荒
木
地
区
・
荒
木
第
三
区
）

木
村　

明
彦	

 

（
埼
玉
地
区
・
富
士
山
東
）

関
口　

正
行 	

（
埼
玉
地
区
・
片
原
第
一
）

荒
井　

悦
子	

（
星
宮
地
区
・
中
里
）	

風
間　

博
美	

（
太
田
地
区
・
藤
原
町
西
部
）	

	
	

	

神
田　

英
治
・
千
代
子	

（
帯
廓
）

江
利
川　

英
司
・
浩
子	

（
本
丸
）

齋
藤　

信
美
・
斐
子	

（
本
丸
）

内
司　

一
範
・
ク
ニ	

（
城
西
）

今
井　

三
郎
・
千
代	

（
矢
場
区
）

小
林　

近
司
・
清
子	

（
矢
場
区
）

関
根　

羊
三
・
喜
代
子	

（
矢
場
区
）

山
中　

祥
吉
・
せ
い
子	

（
矢
場
区
）

今
井　

治
一
郎
・
よ
し
子	

（
城
南
）

河
野　

良
男
・
マ
ツ
子	

（
城
南
）

齋
藤　

準
一
・
ま
ち	

（
城
南
）

町
田　
　

男
・
ツ
ギ
子	

（
城
南
）

岡
村　

勇
光
・
晴
代	

（
第
一
内
行
田
）

甲
斐　

清
・
美
代
子	

（
三
内
）

宮
下　

修
・
敏
子	

（
三
内
）

大
島　

清
紀
・
久
榮	

（
六
ツ
門
）

増
田　

厷
三
郎
・
好
子	

（
六
ツ
門
）

野
口　

米
次
郎
・
喜
美
代	

（
二
本
町
）

森
田　

賢
一
・
里
子	

（
新
町
区
）

梶
山　

武
夫
・
初
子	

（
宮
本
）

　

野　

昌
之
・
千
惠
子	

（
中
央
）

髙
田　

榮
一
・
惠
惣
子	

（
中
央
）

國
分　

始
・
や
す
子	

（
エ
ク
セ
ル
行
田
中
央
）

関
根　

葊
・
弘
子	

（
向
友
会
）

代　

昭
一
・
和
子	

（
大
町
）

根
岸　

三
郎
・
照
子	

（
二
佐
間
）

福
本　

桂
三
・
靖
子	

（
二
佐
間
）

柳
川　

榮
作
・
な
を
江	

（
二
佐
間
）

髙
橋　

冨
士
夫
・
す
み
子	

（
佐
間
神
明
）

中　
　

清
・
和
子	

（
佐
間
神
明
）

松
嶋　

佑
介
・
ふ　

子	

（
佐
間
神
明
）

小
田
木　

元
治
・
光
子	

（
佐
間
三
間
）

石
川　

勝
美
・
保
子	

（
菅
谷
）

田
口　

武
夫
・
千
代
子	

（
菅
谷
）

田
邉　

圭
佑
・
弘
子	

（
二
持
田
第
一
）

芦
埜　

實
・
サ
ダ
子	

（
二
持
田
第
二
）

内
田　

武
夫
・
美
子	

（
二
持
田
第
二
）

堀　

清
衛
・
昌
子	

（
前
谷
）

石
井　

政
治
・
信
子	

（
持
田
長
町
）

木
澤　

達
治
・
惠
美
子	

（
持
田
西
）

中
村　

定
雄
・
洋
子	

（
第
一
斉
条
）

髙　
　

利
・
直
子	

（
二
斎
条
）

村
尾　

和
秀
・
暁
子	

（
二
斎
条
）

根
岸　

誠
一
・
か
く
子	

（
第
一
谷
郷
区
）

森
田　

一
男
・
春
枝	

（
第
一
谷
郷
区
）

橋
本　

米
治
・
利
子	

（
第
二
谷
郷
新
田
）

吉
野　

六
郎
・
正
江	

（
第
二
谷
郷
新
田
）

小
髙　

光
雄
・
陽
子	

（
飯
倉
）

小
林　

正
太
郎
・
春
江	

（
飯
倉
）

神
田　

昭
六
・
栄
子	

（
栄
町
）

夏
目　

育
朗
・
京
子	

（
春
日
）

田
島　

常
三
・
常
子	

（
第
二
谷
郷
東
第
一
）

上
原　

万
造
・
文
子	

（
第
二
谷
郷
東
第
二
）

8

敬
老
模
範
家
庭
（
地
区
・
自
治
会
順
・
敬
称
略
）

星
河
地
区

忍
地
区

持
田
地
区

行
田
地
区

金
婚
夫
婦
（
自
治
会
順
・
敬
称
略
）

佐
間
地
区

　

９
月
11
日
、「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル
で
、
敬
老
祝
賀
式
典
が
行
わ

れ
、
敬
老
模
範
家
庭
６
世
帯
、
金
婚
夫
婦
１
５
０
組
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
、
工
藤
市
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。



■2010.10.1  ■行田市役所／TEL556-1111

小
林　

武
夫
・
幸
子	

（
第
二
谷
郷
東
第
二
）

長
谷
川　

逹
夫
・
貞
子	

（
東
栄
）

堀
口　

直
明
・
尚
子	

（
東
栄
）

　

地　

郁
夫
・
榮
子	

（
第
三
谷
郷
）

鈴
木　

茂
・
み
ち	

（
第
三
谷
郷
）

中
村　

秀
雄
・
和
子	

（
第
三
谷
郷
）

富
岡　

正
夫
・
登
美
代	

（
一
桜
）

新
井　

鶴
吉
・
ツ
ヤ	
（
二
桜
）

出
井　

郁
郎
・
慶
子	
（
二
桜
）

石
㟢　

英
司
・
富
美
子	

（
富
士
見
中
央
）

岡
村　

邦
雄
・
富
子	

（
富
士
見
中
央
）

吉
田　

眞
久
・
り
ん
子	

（
富
士
見
中
央
）

喜
田　

正
・
順
子	

（
富
士
見
西
部
）

福
田　
　

夫
・
二
三	

（
三
桜
北
部
）

齋
藤　

文
男
・
國
枝	

（
林
区
）

柴
㟢　

三
四
郎
・
泰
子	

（
林
区
）

小
菅　

進
一
・
ヒ
ロ	

（
中
斉
）

小
板
谷　

昌
克
・
キ
ミ
子	

（
上
埼
玉
）

小
山　

利
行
・
久	

（
下
埼
玉
）

澤
田　

充
弘
・
未
子	

（
下
埼
玉
）

加
相　

章
・
公
子	

（
片
原
第
二
）

田
中　

佐
佶
・
あ
や
子	

（
片
原
第
二
）

内
野　

輝
明
・
千
代
子	

（
片
原
第
三
）

坂　
　

正
雄
・
て
い
子	

（
野
宿
）

羽
山　

春
雄
・
イ
ツ
子	

（
野
宿
）

大
木　

重
右
衛
門
・
セ
イ	

（
野
上
手
）

佐　
　

由
男
・
キ
ヨ	

（
野
上
手
）

野
口　

晃
・
宏
子	

（
野
上
手
）

根
岸　

武
・
和
子	

（
利
田
）

田
島　

敬
治
・
律
子	

（
上
池
守
）

福
島　

三
男
・
い
ち	

（
上
池
守
）

宍
倉　

久
由
・
美
智
子	

（
皿
尾
）

　

間　
　

治
・
ヒ
デ
子	

（
皿
尾
）

松
本　

正
明
・
晨
子	

（
皿
尾
）

入
江　

壯
・
久
子	

（
門
井
）

加
藤　
　

介
・
チ
ヨ
子	

（
門
井
）

山
内　

靖
夫
・
千
紗
子	

（
西
新
町
）

金
子　

浩
・
節
子	

（
壱
里
山
）

小
暮　

清
・
照
子	

（
壱
里
山
）

下
田　

昭
男
・
や
よ
子	

（
壱
里
山
）

大
槻　

信
・
笑
子	

（
清
水
町
）

近
藤　

登
・
ヲ
フ
ク	

（
門
井
団
地
）

田
中　

正
次
・　

げ
子	

（
門
井
団
地
）

長
井　

逸
郎
・
房
枝	

（
門
井
団
地
）

福
田　

良
太
郎
・
久
代	

（
門
井
団
地
）

山
崎　

父
誠
男
・
寛
子	

（
門
井
団
地
）

関
口　

鐘
一
・
ス
イ	

（
中
斉
）

藤
田　

政
彦
・
詠
子	

（
中
斉
）

栗
原　

伸
六
・
チ
ヱ	

（
堀
の
内
）

坂
田　

栄
一
・
照
江	

（
満
願
）

坂
木　

清
・
初
子	

（
荒
木
第
一
区
）

須
永　

武
男
・
澄
子	

（
荒
木
第
一
区
）

國
嶋　

清
治
・
ヨ
シ	

（
荒
木
第
二
区
）

國
嶋　

一
司
・
文
子	

（
荒
木
第
三
区
）

野
口　

國
雄
・
照
子	

（
荒
木
第
四
区
）

早
川　

茂
・
知
惠
子	

（
荒
木
第
七
区
）

大
島　

操
・
ふ
み
子	

（
荒
木
第
九
区
）

根
岸　

信
雄
・
愛
子	

（
荒
木
第
九
区
）

根
岸　

幸
一
・
光
江	

（
荒
木
第
九
区
）

五
十
部　

金
治
・
容
子	

（
須
加
第
一
区
）

大
澤　

正
幸
・
シ
ズ
子	

（
須
加
第
三
区
）

園
部　

景
一
・
は
ま
子	
（
須
加
第
五
区
）

須
加　

晃
仁
・
か
づ
江	
（
須
加
第
六
区
）

小
谷
野　

政
二
・
み
よ
子	

（
須
加
第
八
区
）

根
岸　

初
男
・
カ
ツ	

（
須
加
第
十
区
）

長
島　

三
郎
・
千
鶴
子	

（
須
加
第
十
二
区
）

森
田　

友
嘉
・
志
江	

（
里
前
地
区
）

木
村　

武
・
信
枝	

（
杉
原
）

熊
谷　

文
雄
・
千
惠
子	

（
杉
原
）

後
藤　

光
弘
・
芳
江	

（
杉
原
）

鈴
木　

幸
郎
・
タ
ケ
子	

（
杉
原
）

高
橋　

正
雄
・
ト
ミ	

（
堤
根
区
）

小
林　

博
・　

み
子	

（
樋
上
区
）

吉
沢　

源
治
・
ま
さ
子	

（
樋
上
区
）

大
澤　

伸
好
・
晶
代	

（
南
駒
形
）

木
元　

照
雄
・
文
子	

（
南
駒
形
）

岡
田　

和
夫
・
ア
サ
子	

（
藤
原
町
東
部
）

長
谷
川　

孝
司
・
春
江	

（
藤
原
町
東
部
）

小
林　

恒
夫
・
操	

（
若
小
玉
勝
呂
）

島
村　

秀
雄
・
榮
子	

（
若
小
玉
勝
呂
）

春
田　
　

一
・
ゆ
き
子	

（
若
小
玉
勝
呂
）

松
岡　

啓
次
・
と
み	

（
若
小
玉
勝
呂
）

仲　

浩
・
榮
子	

（
若
小
玉
中
央
）

渡
邉　

源
次
郎
・
か
ず
子	

（
下
須
戸
）

柴
㟢　

弘
・
安
子	

（
小
針
）

堀
口　

進
・
美
代
子	

（
藤
間
）

柿
沼　

常
雄
・
ヨ
シ
子	

（
真
名
板
）

小
林　

一
郎
・
俊
子	

（
南
河
原
一
区
）

田
口　

仲
雄
・
フ
キ	

（
南
河
原
三
区
南
）

田
中　

政
廣
・
明
子	

（
南
河
原
三
区
南
）

吉
野　

顯
・
昭
子	

（
南
河
原
三
区
南
）

吉
野　

傳
次
郎
・
福
江	

（
南
河
原
三
区
南
）

中
丸　

伊
佐
夫
・
雅
子	

（
南
河
原
三
区
北
）

佐
藤　

金
吾
・
キ
ヨ
ミ	

（
犬
塚
）

金
子　

計
之
助
・
と
め	

（
馬
見
塚
）

田
中　

三　

・
み
よ
子	

（
馬
見
塚
）

▼
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
福
祉

　

担
当
（
内
線
２
２
３
）

9

荒
木
地
区

北
河
原
地
区

星
宮
地
区

太
井
地
区

長
野
地
区

須
加
地
区

埼
玉
地
区

下
忍
地
区

太
田
地
区

南
河
原
地
区

市内在住の高齢者の状況
(平成22年９月１日現在)

最高年齢………【男性】105歳 【女性】104歳	

100歳以上……25人（男性５人・女性20人）		

75歳以上………8,775人
　　　　　　　　　　　　（男性3,287人・女性5,488人）

65歳以上………19,272人
　　　　　　　　　　　　（男性8,385人・女性10,887人）

高齢化率 ………22.4%
※100歳以上のすべての方の所在確認はできています。

Gyoda data



第
３
回

「
い
の
ち
を
守
る
森
づ
く
り
」

　
　
　
　

親
子
植
樹
祭

10

　保育園は、家庭で十分保育できない乳幼児を、保護
者の委託を受けて保育する児童福祉施設です。保育園
へ入園できる児童は、保護者に次のいずれかの事情が
ある場合で、祖父母など母親以外の方が児童を保育で
きる場合は該当しません。
①昼間常に家庭外で仕事をしている場合
②昼間常に家庭内で家事以外の仕事をしている場合
③出産前後または疾病（入院・自宅療養）の場合
④長期にわたり、同居の家族の看護などにあたってい

る場合
⑤震災、風災害、火災その他の災害の復旧にあたって

いる場合
▶受付期間　11月15日（月）～ 12月3日（金）
▶受付場所　�入園を希望する保育園※申込書は11月

４日（木）から各保育園で配布

園　　名 住　　所 電話番号 定　員

若 葉 保 育 園 行田11－10 556－2797 150人

和 光 保 育 園 佐間３－20－３ 556－2503 130人

白 鳩 保 育 園 駒形２－７－７ 554－5221 60人

ホ ザ ナ 保 育 園 荒木1590－１ 559－1543 100人

太 井 保 育 園 棚田町１－58－10 556－5340 90人

小羊チャイルドセンター 若小玉3547－１ 556－7753 70人

太 田 保 育 園 藤間510－３ 559－3644 120人

行 田 保 育 園 荒木4961 557－2943 90人

埼 玉 保 育 園 埼玉4595－１ 559－2433 90人

持 田 保 育 園 城西４－３－４ 556－5456 90人

長 野 保 育 園 長野１－34－５ 553－3177 90人

南 河 原 保 育 園 南河原851 557－3234 60人

▶そ の 他　�市外の保育園を希望する場合は、子育て
支援課で11月４日(木)から申込書を配布
します。

▶問い合わせ　同課保育担当（内線263）

私立幼稚園は、それぞれの園において特色ある保
育内容と子どもの年齢に合わせたカリキュラムを用
意しています。市内の幼稚園に入園を希望される方
は下記幼稚園に直接問い合わせください。

なお、未就園児を対象とした体験保育や園庭開放
なども行っており、見学も可能です。
▶案内配布　10月15日（金）から
▶願書受付　11月１日（月）から

園　　名 住　　所 電話番号

老 本 幼 稚 園 旭町１６－３８ ５５３－２７７１

行 田 幼 稚 園 富士見町２－２７－５ ５５４－５１６９

富士見ヶ丘幼稚園 駒形１－９－７ ５５６－７４９４

ホ ザ ナ 幼 稚 園 本丸１１－２０ ５５５－２３０１

ま つ た け 幼 稚 園 門井町２－１９－９ ５５４－７３４８

南 河 原 幼 稚 園 南河原７７７－２ ５５７－０２３４

や ご う 幼 稚 園 谷郷２－５－１ ５５４－５７５２

や な ぎ 幼 稚 園 渡柳５６３－３ ５５９－１００１

【２年保育】 �平成18年4月2日～ 19年4月1日生まれ
のお子さん

【３年保育】 �平成19年4月2日～ 20年4月1日生まれ
のお子さん

【４年保育】 �平成20年4月2日～ 21年4月1日生まれ
のお子さん

（４年保育の募集人員など詳細は各園に問い合わせ
ください）
※�所得金額に応じて就園奨励費が支給され、保育料

などが減免される制度があります。詳細は平成23
年6月以降に幼稚園を通じてお知らせします。

※�長時間保育や夏休み中の預かり保育などの制度も
あります。
▶問い合わせ　�行田私立幼稚園連盟（ホザナ幼稚園）

☎５５５－２３０１

平成23年度　保育園入園児を募集します平成23年度　私立幼稚園入園児を募集します

　

自
然
環
境
の
保
全
お
よ
び
緑
化
推
進
の
重
要
性
を
次
世
代

に
伝
え
る
た
め
、
親
子
に
よ
る
植
樹
祭
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
宮
脇
昭
さ
ん（
横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
）の
指

導
の
も
と
、約
２
千
２
０
０
本
余
り
の
苗
木
を
植
樹
し
ま
す
。

▼�

日
時　

11
月
23
日
㈫
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分　

※
雨

天
決
行

▼
場
所　

古
代
蓮
の
里
北
側
駐
車
場
周
辺

▼�

定
員　

１
５
０
組
３
０
０
人（
先
着
順
）※
親
子
以
外
の
参

加
も
可

▼
参
加
無
料

▼�

そ
の
他　

ス
コ
ッ
プ
、
軍
手
は
実
行
委
員
会
で
用
意
し

ま
す
。
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼�

申
し
込
み　

各
地
区
公
民
館
や
公
共
施
設
に
用
意
し
て

あ
る
申
込
用
紙
ま
た
は
そ
の
他
の
用
紙
に
、
氏
名
・
年

齢
・
学
校
ま
た
は
園
名
と
学
年
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
、
11
月
12
日
㈮
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
行
田
市
森
づ
く
り
環
境
再
生
実
行
委
員
会
事
務
局

（
行
田
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
内
）【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
３―

４
５
４
４【
Ｅ
メ
ー
ル
】machi@

city.gyoda.lg.jp　

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
お
よ
び
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
が
で
き
な
い

方
は
電
話
で
の
申
し
込
み
も
可

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課
公
園
担
当 

（
内
線
３
５
２
）
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平成23年度 学童保育室の入室児童を募集します
▶入室期間　平成23年4月1日～平成24年3月31日
▶対　　象　�保護者の就労などにより昼間常時留守となる家庭の、市立小学

校に通う1年生から3年生までの児童
▶注意事項　現在入室されている方も、毎年申請が必要となります。
▶募集人数
区　分 名　　称 場　　　所 定　員

公　設

中 央 学 童 保 育 室 中央小学校敷地内 60人
西 学 童 保 育 室 西小学校敷地内 70人
東 学 童 保 育 室 東小学校敷地内 60人
北 学 童 保 育 室 谷郷2486－3　旧上谷第一住宅跡 46人
さ く ら 学 童 保 育 室 桜ヶ丘小学校敷地内 45人
南 学 童 保 育 室 南小学校敷地内 44人
太 田 西 学 童 保 育 室 太田西小学校敷地内 49人
泉 太 井 学 童 保 育 室 泉小学校敷地内 55人
埼 玉 学 童 保 育 室 埼玉小学校敷地内 48人
南 河 原 学 童 保 育 室 南河原支所内 60人
下 忍 学 童 保 育 室 下忍小学校敷地内 36人
荒 木 学 童 保 育 室 荒木小学校敷地内 34人

民　設
太 井 学 童 保 育 室 棚田町1－58－10 30人
荒 木 学 童 ク ラ ブ 荒木2048－2　峰川様方 19人

▶保 育 料　�１人月7,000円(おやつ代別)※民設の学童保育室は、各学童保
育室で設定していますので、問い合わせください。

▶保育時間　［通常］　放課後～午後7時
	 ［土曜日・夏休みなど］　午前8時～午後7時
	� ※荒木学童クラブ(民設)は［通常］放課後～午後6時30分、［夏休

みなど] 午前7時45分～午後6時30分（土曜日の開室について
は直接問い合わせください）

▶申請書配布　【公設】�10月12日(火)から子育て支援課6番窓口および各学
童保育室

	 【民設】11月1日(月)から各学童保育室
▶申請期間　【公設】�10月25日(月) ～ 11月10日(水)に子育て支援課6番

窓口または各学童保育室
	 【民設】�11月8日(月) ～平成23年２月28日(月)に各学童保育室
▶そ の 他　�入室決定は申し込み順ではありません。なお、申し込みが定

員を超えた場合は、保護者の勤務状況などにより入室の可否を
決定します。

▶問い合わせ　【公設】	� 子育て支援課子育て支援担当(内線２６２)または子育て
総合支援窓口☎556―2011

	 【民設】	 太井学童保育室☎556－5340
		  荒木学童クラブ☎557－6006

▼
日
時　

11
月
27
日
㈯

　

午
後
１
時
開
場　

午
後
１
時
30
分
開
演

▼
場
所　
「
み
ら
い
」文
化
ホ
ー
ル

▼
定
員　

５
０
０
人（
先
着
順
）

▼
入
場
料　

１
千
円（
全
席
自
由
席
・
小
学
生
以
上
）

▼�

チ
ケ
ッ
ト
販
売　

10
月
８
日
㈮
午
前
９
時
30

分
か
ら
中
央
公
民
館
お
よ
び
各
地
域
公
民
館

（
１
人
２
枚
ま
で
）

▼
そ
の
他　

手
話
通
訳
有
り

▼�

問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館
☎
５
５
６―

２
６
４
９

　

親
の
病
気
や
家
庭
の
事
情
な
ど
の
理
由
で
、

保
護
を
必
要
と
す
る
子
供
た
ち
が
増
え
て
い
ま

す
。
里
親
制
度
は
、
こ
う
し
た
子
供
た
ち
を
親

の
代
わ
り
に
家
庭
の
温
か
い
愛
情
で
一
時
的
ま

た
は
継
続
的
に
育
て
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

里
親
に
な
る
た
め
に
は
、
所
定
の
研
修
を
受

講
後
、
一
定
の
手
続
き
を
行
っ
た
う
え
で
、
県

知
事
が
認
定
、
登
録
し
ま
す
。
児
童
相
談
所
で

は
子
育
て
に
対
す
る
深
い
理
解
と
豊
か
な
愛
情

が
あ
る
方
を
求
め
て
い
ま
す
。
里
親
制
度
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
こ
ど
も
安
全
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.pref.saitam

a.lg.jp/page/
satooya.htm
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▼�

問
い
合
わ
せ　

熊
谷
児
童
相
談
所
☎
５
２
１

―

４
１
５
２

　

多
く
の
皆
さ
ん
に
、
里
親
制
度
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
里
親
入
門
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
養
育
経
験
の
あ
る
里
親
か
ら
話

を
聴
く
な
ど
、
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
第
１
回
】

▼�

日
時　

10
月
24
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼�

場
所　

埼
玉
県
熊
谷
児
童
相
談
所（
熊
谷
市
箱

田
５―

12―

１
）

【
第
２
回
】

▼�

日
時　

10
月
31
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼�

場
所　

秩
父
市
福
祉
女
性
会
館（
秩
父
市
野
坂

町
１―

13―

14
）

い
ず
れ
も

▼�

内
容　

①
里
親
制
度
に
つ
い
て（
熊
谷
児
童
相

談
所
職
員
に
よ
る
説
明
）　

②
養
育
中
の
里
親

に
よ
る
体
験
談　

③
意
見
交
換

▼�

申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ　

子
育
て

支
援
課
保
育
担
当

（
内
線
２
６
３
）
ま

た
は
同
相
談
所
里

親
担
当
☎
５
２
１

―

４
１
５
２ 里

親
入
門
講
座

ご
存
じ
で
す
か　

里
親
制
度

み
ら
い
文
化
講
演
会

　

堀
ち
え
み
ト
ー
ク
シ
ョ
ー



倒産・解雇などによる離職や

国民健康保険税が軽減されます

倒倒産・・ や解雇などによる離職やや解雇などによる離職や

国民健康保険税が軽減されます

雇い止めなどによる離職を
された方へ

12

▶応募資格　�ボランティア活動に理解および意欲のある20歳以上の
方（シニアの方歓迎）

▶活動内容　�見守り、片付け、電球交換、買い物支援など
▶応募方法　�所定の登録申請書に必要事項を記入し、高齢者福祉課ま

たは行田市社会福祉協議会へ提出してください。
▶謝　　礼　�１時間５００円（行田商店共通商品券にて支払い）
▶そ の 他　�登録された方には、知識や能力向

上を図るための研修（ボランティ
アの心得や救急指導など）を用意
しています。※11月～12月に実
施予定

▶問い合わせ　�同課高齢福祉担当（内線２２３・
２７８）

　9月30日で有効期限切れとなった国民健康保険被保険証の更新に
伴い、新しい保険証を簡易書留郵便でお送りしました。10月1日以降
に医療機関で診療を受ける時は、必ず新しい保険証（青）を提示してく
ださい。
　新しい保険証の有効期限は平成23年9月30日です。旧被保険者
証は、各自で処分してください。
　ただし、下表に該当する方は、保険証の更新時期が異なります。この
ため、世帯の中で保険証の更新時期が異なる場合がありますのでご注
意ください。

該　　　当　　　者 有　効　期　限

退職者医療制度に加入の方で、有効期限前に
65歳になる方（退職被扶養者も同じ）

65歳の誕生日の属する
月の末日

※�有効期限後は一般被保険者になるため新たに保険証を郵送します。

該　　　当　　　者 有　効　期　限

有効期限前に75歳の誕生日を迎える方 75歳の誕生日の前日

※�75歳の誕生日前に｢後期高齢者医療｣の保険証が郵送されます。

　なお、国民健康保険税を滞納している世帯は、通常よりも有効期間の
短い保険証になります。
※�被保険者証の取り扱いなどについては、被保険者証裏面の注意事項
を参照のうえ、使用してください。

●加入・喪失手続きはお早めに

　国保に加入するときや、職場の健康保険に加入したときなどは、届け
出が必要です。届け出は本人と同じ世帯の方が行うこともできます。
加入は届け出の日からではなく、資格を得た月までさかのぼって加入と
なります。届け出が遅れると国民健康保険税も加入月までさかのぼっ
て課税となりますので1回の支払い額が高額になることがあります。
　また、喪失の届け出が遅れ、国保の資格を喪失したあと、国保の保険
証を提示し診療を受けた場合、国保が負担した診療費を行田市国保に
返金していただくことになります。

▶問い合わせ　�保険年金課国保担当(内線２７１・２７２・２７３)

▶�対　　象　次に該当し、離職の翌日から翌年度末
までの間、求職者給付（基本手当など）を受ける方
　（1）�雇用保険の特定受給資格者（例：倒産・解雇

などによる離職）
　（2）�雇用保険の特定理由離職者（例：雇い止めな

どによる離職）
　※�雇用保険受給資格者証の離職理由が11,12,21,
　　22,31,32,23,33,34に該当する方
　※�高年齢受給資格者および特例受給資格者の方
は対象となりません。

▶�軽 減 額　国民健康保険税は、前年の所得などに
より算定され、軽減は前年の給与所得を100分
の30とみなして行います。※具体的な軽減額
などは、問い合わせください。
▶軽減期間　離職の翌日から翌年度末まで
　※�雇用保険の失業等給付を受ける期間とは異な
ります。

　※�届け出が遅れてもさかのぼって軽減を受ける
ことができます。

　※�国民健康保険に加入中は、途中で就職しても引
き続き対象となりますが、会社の保険に加入す
るなど国民健康保険を脱退すると終了します。

　※�この制度の適用を受けていた方が、会社などの
保険に加入し国民健康保険を脱退した後、離職
などにより再び国民健康保険に加入した場合
は、離職時に新たな雇用保険の受給資格が生じ
ていなければ、前回離職時の保険税軽減対象期
間が適用されます。その際は、申請が必要とな
りますので、前回申請時の雇用保険受給資格者
証を持参してください。

　※�平成21年3月31日から平成22年3月30
日までの間に離職された方は、平成22年度に
限り国民健康保険税が軽減されます。

▶必要書類　雇用保険受給資格者証
▶�申請場所・問い合わせ　保険年金課国保担当（内
線271・272・273）

行田市いきいき・元気サポーターを
募集しています

新しい国民健康保険被保険者証を
ご使用ください

あなたのための わたしのための 地域のための



■2010.10.1  ■行田市役所／TEL556-1111

タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
」、
も
の
つ
く
り
大
学
、
(独)

水
資
源
機
構
利
根
導
水
総
合
事
務
所
、
総
合

福
祉
会
館「
や
す
ら
ぎ
の
里
」

▼
対
象　

市
内
在
住
の
方

▼
定
員　

20
人（
先
着
順
）

▼�

申
し
込
み　

10
月
13
日
㈬
～
29
日
㈮
に
電
話

で
広
報
広
聴
課

▼�

そ
の
他　

昼
食
は
も
の
つ
く
り
大
学
学
食
を

利
用
。
費
用
は
各
自
負
担
。

▼�

問
い
合
わ
せ　

同
課
広
報
広
聴
担
当
（
内
線

３
１
８
）

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
の
う

ち
、今
年
度
65
歳
か
ら
74
歳
に
な
る
方
へ
、特
定

健
診
の
受
診
券
を
７
月
に
送
付
し
ま
し
た
。
受

診
期
間
は
12
月
10
日
㈮
ま
で
で
す
。
医
療
機

関
へ
予
約
の
う
え
、行
田
市
国
民
健
康
保
険
証

と
受
診
券
を
忘
れ
ず
持
参
し
、受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　

特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
抽

選
で
10
人
の
方
に
、
行
田
商
店
共
通
商
品
券

（
１
万
円
分
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▼�

対
象　

期
間
中
に
受
診
を
済
ま
さ
れ
た
方

▼
抽
選　

平
成
23
年
３
月
末（
予
定
）

▼�

そ
の
他　

受
診
し
た
時
点
で
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、応
募
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼�

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
国
保
担
当
（
内

線
２
７
１
・
２
７
２
・
２
７
３
）
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市
で
は
現
在
、
健
康
増
進
計
画
・
食
育
推
進

計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
、
健
康
の
秘ひ

訣け
つ

と
い

わ
れ
る“
笑
い
”に
注
目
し
た
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時　

11
月
20
日
㈯
午
後
２
時
開
演

▼
場
所　
「
み
ら
い
」文
化
ホ
ー
ル

▼�

内
容　

⑴
健
康
増
進
計
画
・
食
育
推
進
計
画

（
案
）の
概
要
説
明　

⑵
講
演「
笑
い
と
健
康
」

～
笑
い
は
健
康
の
良
薬
～

▼�

講
師　

三
遊
亭
楽
春
さ
ん
（
落
語
家
・
心
理

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

▼
定
員　

５
０
０
人（
先
着
順
）

▼�

入
場
無
料　

※
要
入

場
券

▼�

入
場
券　

10
月
１
日

㈮
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
中
央
公

民
館
で
配
付

▼�

問
い
合
わ
せ　

保
健

セ
ン
タ
ー
☎
５
５
３

―

０
０
５
３

▼�

日
時　

11
月
４
日
㈭
午
前
９
時
～
午
後
３
時

30
分

▼�

見
学
場
所　

古
代
蓮
会
館
（
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
）、
小
針
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
給
食
セ
ン

ご
存
じ
で
す
か  

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制
度

　

国
民
年
金
に
は
、経
済
的
な
理
由
な
ど
で

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部

が
免
除
さ
れ
る
「
申
請
免
除
制
度
」
や
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方
な
ど
が
該
当

す
る
「
法
定
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、20
歳
代
の
方
を
対
象
と
し
て
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
」
や
学
生
の
方
を
対
象
と
し
た
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
保
険
料
免
除
や
納
付
猶
予
な

ど
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、年
金
を
受

け
取
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
が
、受
け
取
る
年
金
額
は
保

険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
よ
り
少
な
く

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、こ
れ
ら
の
期
間
は

10
年
以
内（
例
：
平
成
22
年
10
月
分
は
平
成

32
年
10
月
末
ま
で
）で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
将
来
、

受
け
取
る
年
金
額
を
増
額
す
る

た
め
に
も
、
追
納
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
納

付
猶
予
な
ど
の
承
認
を
受
け
た

年
度
か
ら
起
算
し
て
、
3
年
度

目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る

場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に

経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が

上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。（
今
年
度

は
平
成
20
・
21
年
度
分
の
保
険

料
に
加
算
は
さ
れ
ま
せ
ん
。）

▼�

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金

課
国
民
年
金
担
当
（
内

２
７
０
・
２
７
５
）
ま
た
は
、

熊
谷
年
金
事
務
所
☎
５
２
２

―

５
１
５
８

【平成22年度中に追納する場合の額】

年　度

全額免除
納付猶予

学生納付特例
（月額）

3/4免除
（月額）

半額免除
（月額）

1/4免除
（月額）

平成12年度 １５，７７０円 — — —

平成13年度 １５，１８０円 — — —

平成14年度 １４，５９０円 — ７，３００円 —

平成15年度 １４，３６０円 — ７，１８０円 —

平成16年度 １４，１８０円 — ７，０９０円 —

平成17年度 １４，２２０円 — ７，１１０円 —

平成18年度 １４，２６０円 １０，６９０円 ７，１３０円 ３，５６０円

平成19年度 １４，３００円 １０，７２０円 ７，１５０円 ３，５７０円

平成20年度 １４，４１０円 １０，８１０円 ７，２００円 ３，６００円

平成21年度 １４，６６０円 １０，９９０円 ７，３３０円 ３，６６０円

＊ — 欄は、多段階免除制度の実施なし

特
定
健
診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い

「
笑
い
と
健
康
」
講
演
会

市
内
施
設
め
ぐ
り
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小
針
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
11
月
8
日
㈪

か
ら
19
日
㈮
ま
で
、
焼
却
施
設
の
補
修
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
は
燃
や
せ
る
ご
み
の

直
接
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

彩
北
広
域
清
掃
組
合
☎
５
５

　

９―

３
６
４
１

　

皆
さ
ん
が
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

で
の
買
い
物
の
際
、
も
ら
っ
て
い
る
レ
ジ
袋
。

例
え
ば
、
重
さ
約
５
グ
ラ
ム
の
小
型
の
レ
ジ
袋

を
、
１
年
間
（
２
０
０
枚
）
も
ら
わ
な
か
っ
た

と
し
た
ら
、
Ｃ
Ｏ
2
（
二
酸
化
炭
素
）
を
６
キ

ロ
グ
ラ
ム
削
減
で
き
ま
す
。

　

お
気
に
入
り
の
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
、
ご
み
に

な
る
レ
ジ
袋
を
減
ら
し
、
Ｃ
Ｏ
2
も
減
ら
す
。

そ
ん
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎

５
５
６―

９
５
３
０

　

空
き
地
に
雑
草
を
繁
茂
ま
た
は
立
ち
枯
れ
に

さ
せ
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
近
隣
住
民
の
生

活
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
、
犯
罪
の
発
生
原
因

と
も
な
り
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
な
ど
か
ら

火
災
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

空
き
地
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者
は
、
近

隣
の
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

早
め
に
雑
草
を
刈
り
取
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
政
策
担
当
☎

５
５
６―

９
５
３
０

 

「
違
反
建
築
な
く
そ
う
運
動
」
が
10
月
11

日
㈪
か
ら
20
日
㈬
の
期
間
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
安
心
・
安
全
で
快
適
な
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
埼
玉
県
、
県
内

各
市
町
村
お
よ
び
㈳
埼
玉
建
築
士
会
が
実
施

す
る
も
の
で
す
。

　

期
間
中
は
、
工
事
現
場
の
建
築
パ
ト
ロ
ー

燃
や
せ
る
ご
み
の
直
接
搬
入
を

　
　
　
　
　

 

一
時
中
止
し
ま
す

ル
な
ど
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
建
築
な
ど
に
関
す
る
説
明
会
、
建

築
相
談
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
19
日
㈫
午
後
２
時
～
４
時

▼
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー
４
０
１
研
修
室

▼
内
容　

　

○
建
築
に
関
す
る
手
続
き
に
つ
い
て

　

○
長
期
優
良
住
宅
に
つ
い
て

　

○
東
京
電
力
㈱
に
よ
る
講
演
（
太
陽
光
発

　

電
な
ど
に
つ
い
て
）

　

○
無
料
建
築
相
談
、
無
料
耐
震
診
断

▼
参
加
無
料

▼
主
催　

埼
玉
県
、
県
内
各
市
町
村
、
㈳
埼

玉
建
築
士
会

▼
問
い
合
わ
せ　

開
発
指
導
課
建
築
指
導
担

当
（
内
線
３
６
３
）

　

市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量
化
を
図
る

た
め
、
不
用
に
な
っ
た
家
具
や
家
電
製
品
な
ど
、
ま
だ
使

え
る
も
の
の
仲
介
を
行
う
不
用
品
登
録
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。（
品
物
無
料
）

　

登
録
期
間
は
３
カ
月
で
す
。
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
も

の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
ア
ン
テ
ナ
・
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
ス
カ
パ
ー
）
▽
ベ
ビ
ー
ラ

ッ
ク　

▽
ハ
ロ
ゲ
ン
ヒ
ー
タ
ー　

▽
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド

▽
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
（
都
市
ガ
ス
用
）
▽
電
子
ピ
ア
ノ　

▽

足
踏
み
健
康
器
具　

▽
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー　

▽
ベ
ビ
ー

シ
ー
ト　

▽
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
（
カ
ラ
ー
モ
ニ
タ
ー
付
）
▽
子
ど
も
用

た
ん
す　

▽
自
転
車
（
大
人
用
・
折
り
た
た
み
用
）
▽
Ｂ

Ｓ
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー　

▽
デ
ジ
タ
ル
対
応
テ
レ
ビ

▽
家
庭
用
小
型
耕
う
ん
機　

▽
デ
ジ
タ
ル
対
応
液
晶
テ
レ

ビ　

▽
子
ど
も
用
一
輪
車　

▽
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン　

▽
ソ
フ

ァ　

▽
エ
ア
ー
ポ
ン
プ　

▽
熱
帯
魚
用
水
槽　

▽
図
鑑

（
子
ど
も
用
）
▽
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ　

▽
製
め
ん
機　

▽
ホ

ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー　

▽
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー　

▽
電
気
ポ

ッ
ト　

▽
３
段
ベ
ッ
ド　

▽
足
踏
み
ミ
シ
ン　

▽
犬
小
屋

（
室
内
用
）
▽
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
セ
ッ
ト　

▽
食
器
戸
棚

▽
ラ
ジ
ア
ル
タ
イ
ヤ
（
13
イ
ン
チ
ホ
イ
ー
ル
付
）
▽
カ
ラ

ー
コ
ピ
ー
機　

▽
冷
凍
庫　

▽
布
団
干
し
（
折
り
た
た
み

用
）
▽
洋
式
用
補
助
便
座
（
大
人
用
）
▽
家
庭
用
小
型
管

理
機　

▽
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー　

▽
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ

イ
ヤ
（
13
・
14
イ
ン
チ
）
▽
自
転
車
用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
（
前
用
）
▽
弓
道
具
一
式　

▽
テ
レ
ビ
（
ビ
デ
オ
付
）

▽
ロ
ー
テ
ー
ブ
ル　

▽
冷
蔵
庫　

▽
全
自
動
洗
濯
機　

▽

パ
ソ
コ
ン
台　

▽
テ
レ
ビ　

▽
ミ
シ
ン　

▽
ミ
キ
サ
ー

▽
電
子
ピ
ア
ノ　

▽
い
す　

▽
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
（
プ
ロ
パ

ン
用
）
▽
電
子
レ
ン
ジ

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎
５
５
６―

９

　

５
３
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
３―

０
７
９
２

簡
単
な
一
歩
か
ら
始
め
よ
う

  

地
球
に 

や
さ
し
さ 

マ
イ
バ
ッ
グ

雑
草
の
刈
り
取
り
は
お
早
め
に

ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
　
　
　

  

明
る
く
住
マ
イ
ル

ス

不
用
品
情
報

武蔵水路改築工事に伴い
交通規制を実施します
　武蔵水路の改築に伴い、県道の仮廻し工事
を行うため、一時片側交互通行となります。
また、武蔵水路に架かる赤城橋は通行ができ
なくなります。
　ご不便をお掛けしますが、ご理解ご協力を
お願いします。

▶問い合わせ　水資源機構武蔵水路改築建設所
工事課☎549ー1851

交通規制
片
側
交
互
通
行

　

11
月
〜
12
月
上
旬　

　
　
　

  

午
前
9
時
〜
午
後
５
時（
予
定
）

赤
城
橋
通
行
止
め　

　

10
月
〜
平
成
23
年
6
月（
予
定
）
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｢

消
し
た
か
な｣

あ
な
た
を
守
る
合
言
葉

　

11
月
９
日
㈫
か
ら
15
日
㈪
ま
で
の
７
日
間
、

全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
火

災
予
防
に
対
す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

尊
い
生
命
や
大
切
な
財
産
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
の
運
動
で
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
次
の
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
（
３
つ

の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
）
を
実
践
し
、
外
出
時

や
就
寝
前
に
は
、
も
う
一
度
火
の
元
を
確
か
め

火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
、
万
一
発
生
し
た
と
き

は
、
小
さ
な
被
害
で
食
い
止
め
ら
れ
る
よ
う
に

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

『
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ

ン
ト
』―

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策―

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ

た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅

用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め

に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

▼
問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課
☎
５
５
６

　

―

２
５
６
５

▼
日
時　

11
月
20
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
場
所　

埼
玉
県
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
（
鴻
巣

市
袋
30
）

▼
内
容　

防
災
の
は
な
し
（
地
震
の
し
く
み
な

　

ど
）
、
災
害
疑
似
体
験
（
地
震
・
強
風
・

煙
・
消
火
体
験
）
、
セ
ン
タ
ー
内
展
示
物
な

ど
の
見
学

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

▼
集
合　

午
前
９
時
30
分
に
市
役
所
正
面
玄
関

▼
解
散　

正
午
ご
ろ
市
役
所

▼
交
通
手
段　

市
役
所
～
セ
ン
タ
ー
間
は
バ
ス

で
送
迎

▼
参
加
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11
月
11
日
㈭ 

午
後
５
時
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
防

災
安
全
課
防
災
担
当
（
内
線
２
８
２
）
Ｆ
Ａ

Ｘ
５
５
６―

２
１
１
７

▼
日
時　

10
月
20
日
㈬
午
後
０
時
30
分
～
３
時

30
分　

▼
場
所　

総
合
公
園
駐
車
場　

▼
内
容　

災
害
想
定
処
置
訓
練
、
救
急
法
体
験
、

空
気
呼
吸
器
装
着
体
験
、
水
消
火
器
訓
練
の

体
験　

▼
そ
の
他　

自
由
に
見
学
で
き
ま
す　

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
化
学
保
安
課
☎
０
４

　

８―

８
３
０―

２
９
８
１

　

市
で
は
、
指
定
し
た
歩
道
や
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
を
“
里
子
”
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
清
掃
や

花
植
え
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
く
団
体
を
“
里

親
”
に
例
え
、
美
化
活
動
を
行
う
行
田
市
道
路

等
里
親
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た

だ
け
る
地
域
の
方
々
、
学
校
、
企
業
な
ど
の
団

体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
活
動
時
に
は
、
軍

手
・
ご
み
袋
の
支
給
、
用
具
の
貸
し
出
し
、
収

集
後
の
ご
み
処
理
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
希
望
の
団
体
に
は
、
現
地
に
活
動
団
体
名

入
り
の
表
示
板
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
埼
玉
県
も
、
県
で
管
理
す
る
道
路
に

つ
い
て
“
彩
の
国
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
制
度
”
が

あ
り
、
現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
道
路
の
美
化
活
動
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
問
い
合
わ
せ　

《
市
道
の
里
親
制
度
に
つ
い
て
》

　

道
路
治
水
課
維
持
補
修
担
当
（
内
線
３
４
３

　

・
３
４
４
・
３
４
５
）

《
県
道
の
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
制
度
に
つ
い
て
》

　

埼
玉
県
道
路
環
境
課
☎
０
４
８―

８
３
０―

５
１
０
３
ま
た
は
行
田
県
土
整
備
事
務
所
☎

５
５
４―

５
２
１
１

　

国
土
交
通
省
で
は
、
将
来
の
交
通
計
画
を
立

て
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
、
お
お
む

ね
５
年
ご
と
に
全
国
一
斉
に
自
動
車
の
利
用
実

態
を
調
査
す
る
「
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
全
国
調
査
実
施
年
度
と
な
っ
て
お
り
、

同
省
が
管
理
す
る
自
動
車
登
録
情
報
よ
り
無
作

為
で
選
ば
れ
た
調
査
対
象
車
両
の
所
有
者
へ
、

10
月
～
11
月
に
同
省
か
ら
郵
送
で
調
査
票
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

同
省
大
宮
国
道
事
務
所
計
画

課
☎
０
４
８―

６
６
９―

１
２
０
５

第
２
期
納
期
限　

10
月
27
日
㈬

　

期
限
内
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
納
付
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
負
担
金
の
納
付

に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課
業
務
担
当
☎
５
６

　

４―

０
３
０
３（
前
谷
１―

１
・
水
道
庁
舎
内
）

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

～
災
害
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

　
　
　
「
防
災
体
験
教
室
」

高
圧
ガ
ス
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す

道
路
の
里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
納
付
を

お
忘
れ
な
く
～
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を
～

つけましたか？住宅用火災警報器



▼
日
時　

11
月
20
日
㈯
午
前
８
時
～
正
午
ご
ろ

※
荒
天
中
止　
　

▼
集
合
場
所　

総
合
公
園
自
由
広
場　

▼
コ
ー
ス
《
サ
ケ
の
遡 

そ
じ
ょ
う上

わ
く
わ
く
12
㎞
コ
ー

ス
》
総
合
公
園
→
白
川
戸
→
見
沼
代
用
水
→

見
沼
元
圦
公
園
→
利
根
大
堰(

サ
ケ
の
遡
上

見
学)

→
見
沼
元
圦
公
園
→
見
沼
代
用
水
→

小
見
真
観
寺
古
墳
→
白
川
戸
→
総
合
公
園　
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第
10
回

　

  

ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

▼
対
象　

市
内
在
住･

在
勤
で
小
学
生
以
上
の
方

　

※
小
学
生
は
保
護
者
ま
た
は
成
人
同
伴
の
こ
と

▼
参
加
費　

１
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
）　

▼
主
催　

行
田
市
体
育
指
導
委
員
協
議
会　

▼
そ
の
他　

正
し
い
歩
き
方
講
習
を
同
時
開
催

▼
申
し
込
み　

10
月
12
日
㈫
～
11
月
12
日
㈮
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
ま
た
は
中
央
公
民
館
、
各
地
域
公
民
館
、

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課
振
興
担
当
☎
５
５
６―

８
３
３
６

　

障
害
者（
児
）と
そ
の
家
族
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
、
互
い
に
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、

障
害
者（
児
）の
健
康
増
進
と
社
会
参
加
を
促
進

す
る
た
め
開
催
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時　

11
月
13
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
０
時

30
分
（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）　

▼
場
所　

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

▼
内
容　

風
船
バ
レ
ー
、
卓
球
バ
レ
ー
、
ボ
ッ

チ
ャ
、フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、Ｓ
Ｔ
Ｔ
な
ど

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
障
害

　

者
（
児
）

▼
参
加
無
料

▼
持
ち
物　

運
動
し
や
す
い
服
装
、
タ
オ
ル
、

上
履
き

▼
申
し
込
み　

10
月
22
日
㈮
ま
で
に
参
加
申
込

書
を
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他　

当
日
の
運
営
な
ど
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま

す
。
10
月
22
日
㈮
ま
で
に
行
田
市
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
５
５
３―

２
１
８
１
）
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課
障
害
福
祉
担
当
（
内
線

２
６
６
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
４―

６
７
０
１

第
12
回
行
田
市
障
害
者（
児
）

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

天変地異～災害の日本史～天変地異～災害の日本史～
郷土博物館  第24回企画展

▶問い合わせ　同館☎554―5911

　現代までに日本国内で起
こった大きな自然災害に関
するさまざまな資料を展示
し、復興にかける人々の思
いを紹介します。

▶会期　10月９日（土）～
　11月23日（火）
▶入館料　大人200円、
　大学・高校生100円、
　小・中学生50円 浅間山焼図

  講演会「防災と行田」 
  日　　時　11月６日（土）午後１時30分～３時
  場　　所　郷土博物館講座室
  講　　師　増渕文男さん（ものつくり大学教授）
  定　　員　80人 
  申し込み　電話で同館

▶日　　時　11月28日（日）午前８時30分開会（午前８時受
付開始）

▶場　　所　総合公園自由広場および周回コース
▶種目・参加資格
 【3,090mコース（１人3,090mで5区間継走）】
　●一般男子の部：16歳以上（高校生を除く）の方
　●高校男子・女子の部：高校に在学中の方
　●中学男子・女子の部：中学校に在学中の方
 【1,150mコース（１人1,150mで5区間継走）】
　　※小学生の部の第１区は1,200ｍ
　●地区体協の部：各地区体育協会ならびに該当地域に在住の方 
　 （学生・生徒を除く）
　●一般男子・女子の部：16歳以上（高校生を除く）の方
　●小学生男子・女子の部：市内に在学または市内スポーツ団

　体に所属している小学４年生以上の児童　
▶参加規定　１チーム正選手５人（補欠は２人までエントリー可）
▶参 加 費　１チーム1,000円（保険料など）
▶申し込み　10月４日（月）～29日（金）の午前９時～午後８時

に参加費を添えてグリーンアリーナ窓口　
　※10月12日（火）・25日（月）は午後4時まで
▶問い合わせ　スポーツ振興課振興担当☎556－8336

駅伝競走大会

参加チームを募集します参加チームを募集します

第54回 “浮き城のまち行田”
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市
史
料
館
は
、
昭
和
52
年
６
月
の
開
館
以
来
、

市
内
の
板
碑
や
絵
馬
な
ど
の
収
集
・
展
示
を
す

る
施
設
と
し
て
公
開
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
管
理
運
営
の
見
直
し
を
行
い
、

文
化
財
の
整
理
・
保
存
を
効
率
的
に
行
う
「
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

伴
う
改
修
の
た
め
、
10
月
１
日
か
ら
し
ば
ら
く

休
館
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

文
化
財
保
護
課
文
化
財
保
護

担
当
☎
５
５
３―

３
５
８
１

▼
日
時　

10
月
20
日
㈬
午
前
９
時
30
分
～
午
後

４
時　

※
午
前
の
み
ま
た
は
午
後
１
時
か
ら

の
参
加
も
可　

▼
集
合
場
所　

足
袋
蔵
ま
ち
づ
く
り
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム

▼
見
学
場
所 

【
午
前
】
足
袋
と
く
ら
し
の
博

物
館
、
武
蔵
野
銀
行
行
田
支
店
ほ
か
【
午

後
】
忠
次
郎
蔵
、
牧
禎
舎
、
足
袋
蔵
ギ
ャ
ラ

リ
ー
門
ほ
か

▼
参
加
費　

１
千
５
０
０
円
（
昼
食
、
入
館
料
、

保
険
料
な
ど
）
※
午
前
の
み
３
０
０
円
、
午

後
の
み
６
０
０
円

▼
主
催　

行
田
市
教
育
委
員
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ぎ
ょ
う
だ
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
18
日
㈪ 

午
後
５
時
ま
で
に
文
化
財
保
護
課
文
化
財
保

護
担
当
☎
５
５
３―

３
５
８
１

▼
募
集
作
品　

秩
父
鉄
道
や
沿
線
風
景
な
ど
を

題
材
と
し
た
俳
句　

▼
応
募
規
定　

①
規
定
の
用
紙
（
秩
父
鉄
道
の
各
駅
お
よ
び
市

役
所
、
公
民
館
な
ど
に
設
置
）
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

②
規
定
の
用
紙
１
枚
に
つ
き
３
句
ま
で
と
し
、

一
人
３
枚
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

③
応
募
作
品
は
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

④
規
定
の
用
紙
に
は
、
必
要
事
項
を
漏
れ
な
く

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。　

▼
締
め
切
り　

12
月
７
日
㈫
必
着　

▼
応
募
方
法　

秩
父
鉄
道
各
駅
へ
持
参
す
る
か
、

　

秩
父
鉄
道
整
備
促
進
協
議
会
事
務
局
あ
て
に

　

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
（
〒
３
６
０―

８
６
０

　

１
熊
谷
市
宮
町
２―

47―

１
・
熊
谷
市
総
合

政
策
部
企
画
課
内
）
。
な
お
、
郵
送
料
は
ご

負
担
く
だ
さ
い
。　

▼
入
賞
選
考
・
発
表
な
ど　

①
特
選
３
句
、
入
選
10
句
、
佳
作
30
句
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

②
入
賞
発
表
は
平
成
23
年
３
月
ご
ろ
、
入
賞
者

本
人
へ
通
知
し
ま
す
。　

▼
そ
の
他　

応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
同
協
議

会
に
帰
属
し
ま
す
。
入
賞
句
は
、
秩
父
鉄
道

各
駅
に
掲
示
す
る
予
定
で
す
。　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
協
議
会
事
務
局
☎
５
２
４

―

１
１
１
１
（
内
線
２
２
８
）　

史
料
館
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

足
袋
蔵
め
ぐ
り 

２
０
１
０

金
子
兜
太
先
生
が
選
ぶ

　
　
　
　
　

秩
父
鉄
道
の
俳
句

第62回
行田市文化祭
第62回

行田市文化祭
第62回

行田市文化祭
日　　時 場　所 参加団体・内容

11月５日(金)～７日(日) 
午前９時～午後５時

 ※7日は午後４時まで　

グリーン
アリーナ

行田市工芸協会カリタスＳ 41、
行田俳画クラブ、行田美術会、
行田光友写真会、趣味の会ウエ
スタリア、行田絵手紙あおい会、
行田フラワーデザイン協会、行
田美幸会、革工芸雅秀会、行田
市書道人連盟

コミュニティ
センター
みずしろ

行田山草会、行田短歌連盟、行
田市華道会

10月30日(土) 
～11月７日(日) 郷土博物館 第 36 回行田市菊花展 ( 行田市

菊花連絡協議会 )

11月５日(金)～７日(日)
午前９時～午後５時

 ※5日は午後１時30分から
 ※7日は午後３時まで　

埼玉公民館 さきたま盆栽会

《展示部門》

▶主　　催　行田市文化団体連合会、行田市、行田市教育委員会、
　　　　　 （財）行田市産業・文化・スポーツいきいき財団
▶問い合わせ　ひとつくり支援課生涯学習担当☎556－8319

催　し　名 日　　時 場　　所

囲碁大会 11月３日(水) 
午前９時～午後５時

コミュニティ
センター
みずしろ

茶席　
※入場券　

前売り1,000円

11月６日(土) 
午前10時～午後３時

将棋大会 11月７日(日) 
午前９時～午後５時

短歌大会 11月11日(木) 
午後１時30分～５時

俳句展
11月20日(土)～22日(月)

午前９時～午後５時
※22日は午後４時まで

詩吟吟舞発表会 11月23日(火) 
午前10時～午後４時 みらい

《大会・発表部門》



期　　日 内　　　　容

11月24日
（水）

 「女性のかかりやすい病気について（仮称）」
 講師：川島治さん（行田中央総合病院院長）
 ・身体計測、肥満度チェック
 ・骨粗検査

11月30日
（火）

 ・歯と口からはじまる健康生活
　 ～美しく自信のある口元に～
 ・女性のための栄養～老化防止の食事の試食～
 ・元気な生活を送るためのポイント（からだ編）

12月  6日
（月）

 ・元気な生活を送るためのポイント（こころ編）
 ・リラックスアロマヨガ ～ヨガで心身に休息を～

18

保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

  休日急患診療子どもの健康
乳幼児健診
　名　　称　4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児歯

科健診、3歳児健診
　そ の 他　転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターへご連絡ください。

BCG予防接種
　①受付日時　10月27日（水）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成22年7月1日～15日生まれのお子さん
　②受付日時　11月1日（月）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成22年7月16日～31日生まれのお子さん
　①②とも対象児以外でまだ受けていないお子さん（6カ
　月未満）は、この機会に受けてください。

乳幼児相談（要申し込み）　
　受付日時　11月9日（火）午前9時30分～11時30分
　対　　象　小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
　受付日時　11月9日（火）午前10時15分～10時30分
　対　　象　平成22年5月15日～6月14日生まれのお子

さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

おとなの健康
健康相談（申し込み不要）
　日　　時　10月18日（月）午前10時～11時
　対　　象　健康に関する相談をしたい方

糖尿病健康相談（要申し込み）
　日　　時　10月18日（月）午前10時～11時
　対　　象　糖尿病について心配のある方

禁煙教室（要申し込み）
　日　　時　10月18日（月）午前10時～11時
　対　　象　たばこをやめたい方

こころの相談（要申し込み）
　日　　時　10月21日（木）
　　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします 
　対　　象　いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが

乱れている、自分の性格や人間関係に悩ん
でいる、飲酒量が多くやめられないなど、
こころに悩みのある方　

　そ の 他　随時、電話での相談もお受けします。

※いずれも場所は保健センター

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時
＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問
　い合わせください。
 ・行田中央総合病院　  ☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院  ☎552－1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りた
　いとき
 ・行田市消防署　☎556－2090
 ・埼玉県救急医療情報センター ☎048－824－4199

◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談
　窓口につながります。（携帯電話可）
・相談時間 【月～土曜日】午後7時～11時 
　　　　　 【日曜日、祝日】午前9時～午後11時

女性のための健康講座
～女性が元気でいきいきと過ごすために～

時　　間　午後１時30分～４時
場　　所　保健センター
対　　象　女性
定　　員　30人（先着順）
持 ち 物　健康手帳、筆記用具
　　　　　※３日目は運動できる服装
申し込み　10月15日（金）から直接または電話で保健

センター

期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

10月17日（日） 壮幸会行田総合病院 11月  3日（水） 行田中央総合病院

10月24日（日） 行田中央総合病院 11月  7日（日） 行田中央総合病院

10月31日（日） 壮幸会行田総合病院 11月14日（日） 壮幸会行田総合病院

ママ・パパ教室に参加しませんか
　妊娠中の方を対象に、「ママ・パパ教室」を実施して
います。妊娠・出産・育児について学んだり、悩みを相
談したり、友達をつくるために参加してみませんか。

実 施 日　11月２日（火）・11日（木）・15日（月）・

26日（金）※4日間1コース
対　　象　初めてお母さんになる方とその家族※すでに

お子さんのいる方でも、人数に余裕がある場合
は参加できますので、問い合わせください。　

内　　容　講義、マタニティー・ヨガ、調理実習、沐
もくよく

浴
実習など

申し込み　保健センター

  市内実施医療機関
【行田市医師会加入医療機関】　＊は通院している方のみ接種
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保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

高齢者のインフルエンザ予防接種
接種期間 【市内指定医療機関で接種する場合】
　　　　　10月１日（金）～平成23年３月31日（木）
　　　　 【市外指定医療機関で接種する場合】
　　　　　10月20日（水）～12月25日（土）
対　　象　次のいずれかに該当し、接種を希望する方
　　　　 （インフルエンザの予防接種は義務接種ではありません）
　　　　　①接種日現在65歳以上の方

　　　　②接種日現在60歳以上64歳以下の方のうち、
心臓、腎臓または呼吸器の機能に重度の障
害（身体障害者手帳１級程度）がある方ま
たはヒト免疫不全ウィルスにより免疫機能
に障害がある方

接種方法　指定医療機関での個別接種（年度内１回）
費　　用　1,000円(生活保護受給者および市民税非課

税世帯は免除)
持 ち 物　・予診票（各指定医療機関にあります。市外

の医療機関には行田市の予診票がない場合
もありますので、事前に保健センターへご
連絡ください）

　　　　　・保険証または生活保護受給者証、非課税証
明書※対象②の方は身体障害者手帳も必要
です。

申し込み　指定医療機関へ直接申し込みください。　

  市内実施医療機関
【行田市医師会加入医療機関】　＊は通院している方のみ接種

赤井胃腸科
☎553ー2233

＊荒木医院　
☎559ー3102

池畑クリニック
☎556ー2295

石井クリニック
☎555ー3519

行田協立診療所
☎556ー4581

おくだいら内科クリニック
☎556ー7877

加藤内科医院
☎556ー3253

川島胃腸科
☎553ー0001

河本耳鼻咽喉科
☎555ー2626

＊木村外科胃腸科医院
☎556ー0653

行田岡田医院
☎557ー2311

行田外科医院
☎556ー6125

壮幸会行田総合病院
☎552ー1111

行田中央総合病院
☎553ー2000

栗原医院
☎556ー2272

こばやし小児科・内科
☎55４ー9011

小林内科医院
☎552ー0362

さかつめ内科医院
☎553ー5202

島田クリニック
☎556ー3980

＊高梨医院
☎553ー3039

田代医院
☎553ー2351

根本医院
☎555ー1261

野口産婦人科
☎556ー4292

ハピネス診療所
☎559ー008２

古田整形外科医院
☎553ー5221

松原医院
☎553ー6700

南川げんきクリニック
☎554ー8835

村越メディカルクリニック
☎556ー2549

やまかわ内科クリニック
☎564ー1488

吉田記念 山本クリニック
☎558ー3507

【その他の医療機関】
行田ふれあいクリニック
☎555ー1155

さきたまクリニック
☎564ー6620

【
事
例
】　　
　

　

結
婚
式
場
を
下
見
に
行
っ
た
際
に
、「
今

日
契
約
す
る
な
ら
20
万
円
値
引
き
す
る
」
な

ど
と
せ
か
さ
れ
て
、
申
込
金
30
万
円
を
支
払

い
、
８
カ
月
先
の
披
露
宴
の
契
約
を
し
た
。

不
信
感
が
募
り
２
日
後
に
解
約
を
申
し
出
る

と
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
掛
か
る
と
し
て
、
支

払
い
済
み
の
申
込
金
を
返
金
し
て
も
ら
え
な

か
っ
た
。
申
し
込
ん
で
２
日
し
か
た
っ
て
い

な
い
の
に
納
得
で
き
な
い
。

【
問
題
点
】

　

消
費
者
と
事
業
者
間
の
契
約
で
は
、
あ
ら

か
じ
め
事
業
者
が
契
約
書
を
作
成
す
る
こ
と

が
多
く
、
そ
の
契
約
書
の
内
容
は
事
業
者
に

有
利
な
も
の
に
な
り
が
ち
で
す
。
契
約
や
申

し
込
み
の
際
に
、
申
込
金
の
返
金
や
解
約
料

に
つ
い
て
事
業
者
か
ら
十
分
な
説
明
が
な
さ

れ
ず
、
い
ざ
解
約
を
申
し
出
る
と
、
申
込
金

が
返
金
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
事
前
に
説
明
の

な
か
っ
た
解
約
料
を
請
求
さ
れ
た
り
し
て
、

ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
式
場
の
見
学
や
下
見
に
行
っ
た
際

に
、
事
業
者
が
「
式
場
の
予
約
が
埋
ま
っ
て

し
ま
う
」
な
ど
と
言
っ
て
、
契
約
や
申
し
込

み
を
せ
か
せ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】　

①
一
般
的
に
結
婚
式
や
披
露
宴
の
費
用
は
か

な
り
高
額
な
た
め
、
契
約
・
申
し
込
み
を
す

る
際
は
、
契
約
書
、
約
款
な
ど
の
内
容
、
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
も
確
認
し
、
十
分
に
検
討
し

た
う
え
で
契
約
・
申
し
込
み
を
し
ま
し
ょ
う
。

式
場
な
ど
の
予
約
の
際
に
「
仮
予
約
」、「
仮

押
さ
え
」
な
ど
と
い
う
言
い
方
を
さ
れ
て
、

契
約
は
ま
だ
成
立
し
て
お
ら
ず
予
約
の
キ
ャ

ン
セ
ル
時
に
も
解
約
料
な
ど
は
発
生
し
な
い

と
思
い
、
後
日
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
と
こ
ろ
解

約
料
を
請
求
さ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

　

解
約
す
る
場
合
に
は
挙
式
の
何
日
前
ま
で

で
あ
れ
ば
ど
れ
だ
け
の
解
約
料
が
掛
か
る
の

か
、
あ
る
い
は
申
込
金
に
つ
い
て
ど
れ
だ
け

返
金
が
あ
る
の
か
を
事
前
に
よ
く
確
認
し
、

そ
の
根
拠
と
な
る
契
約
書
や
約
款
な
ど
も
必

ず
受
け
取
っ
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
消
費
者
契
約
法
で
は
、
事
業
者
に
一
方
的

に
有
利
と
な
る
条
項
を
無
効
と
す
る
規
定
を

設
け
て
い
ま
す
の
で
、
高
額
な
解
約
料
の
請

求
を
受
け
て
も
、
そ
の
事
業
者
に
発
生
す
る

平
均
的
な
損
害
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
超

え
る
部
分
が
無
効
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
事
業
者
に
返
金
を
求
め
て
も
任

意
で
返
金
し
て
く
れ
な
い
場
合
、
最
終
的
に

は
裁
判
手
続
き
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
お
近
く
の
消
費
生
活
相

談
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

　

☎
０
４
８―

７
３
４―

０
９
９
９
ま
た
は

　

生
活
課
市
民
生
活
担
当　
（
内
線
２
５
２
）

結
婚
式
場
・
披
露
宴
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

くらしの 　　 番情報110



　

県
で
は
、
消
費
者
金
融
な
ど
か
ら
の
借
り
入

れ
に
よ
り
多
重
債
務
で
お
困
り
の
方
の
た
め
に
、

弁
護
士
や
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
の
面
接
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

借
金
は
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。
一
人
で
悩
ま

ず
に
、
ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
20
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館
２
階
第
２
会
議
室

▼
対
象　

多
重
債
務
で
お
困
り
の
方　

▼
定
員　

16
人
（
先
着
順
）　

▼
主
催　

埼
玉
県
、
埼
玉
弁
護
士
会
、
埼
玉
司

法
書
士
会
、
埼
玉
県
多
重
債
務
対
策
協
議
会

▼
申
し
込
み　

10
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
午
前
10
時
～
午
後

４
時
に
県
の
予
約
専
用
電
話
☎
０
４
８―

８
３
８―

５
３
２
３
（
予
約
期
間
の
み
）　

▼
問
い
合
わ
せ　

生
活
課
市
民
生
活
担
当
（
内

線
２
５
２
）

　

埼
玉
県
利
根
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
を
さ
ら
に
支
援
す
る
た
め
、
埼
玉
県

東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

に
関
心
の
あ
る
す
べ
て
の
方
を
対
象
に
地
域
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
18
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
場
所　

埼
玉
県
春
日
部
地
方
庁
舎
３
階
大
会

議
室
（
春
日
部
市
大
沼
１―

76
）　

20

▼
テ
ー
マ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
会
計
と
税
務
に
つ
い
て

▼
講
師　

河
崎
陽
子
さ
ん
（
特
定
非
営
利
活
動

法
人
資
産
相
談
セ
ン
タ
ー
理
事
長
・
税
理
士

　

・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）　

▼
定
員　

70
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
無
料　

▼
申
し
込
み　

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

　

入
の
う
え
、
10
月
29
日
㈮
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

　

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
埼
玉
県
利
根
地
域
振
興
セ

　

ン
タ
ー
県
民
生
活
担
当
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
４

　

―

４
４
４
２
【
Ｅ
メ
ー
ル
】k5

5
1

1
1

0
1

　

@
pref.saitam

a.lg.jp 

※
参
加
申
込
書
は

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

　

か
市
役
所
生
活
課
（
16
番
窓
口
）
で
も
配
布

　

し
て
い
ま
す
。【
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】http:

　

//w
w

w
.pref.saitam

a.lg
.jp/pag

e/
tiikikouza.htm

l　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
県
民
生
活
担
当

☎
５
５
５―

１
１
１
０

　

㈶
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
埼
玉
事
務
所
で

は
、
「
失
業
な
き
労
働
移
動
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

人
材
を
送
り
出
す
企
業
と
人
材
を
受
け
入
れ
る

企
業
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
出
向
・
移
籍
支

援
事
業
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
問
い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
埼
玉
事
務
所

☎
０
４
８―

６
４
２―

１
１
２
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
８―

６
４
６―

４
９
１
５

北
彩
タ
ウ
ン
情
報

北
彩
タ
ウ
ン
情
報

ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ⓡ
さ
み
っ
と
in
羽
生

▼
日
時　

11
月
28
日
㈰ 

午
前
10
時
～
午
後

　

４
時

▼
場
所　

羽
生
水
郷
公
園
（
さ
い
た
ま
水
族

館
）
芝
生
広
場
と
そ
の
周
辺

▼
内
容
「
ま
ち
お
こ
し
」
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
東
日
本
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
約
80
体
の
着
ぐ
る
み
が
一
堂
に
集
ま

り
ま
す
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
触
れ
合
え
る

ほ
か
、
ご
当
地
の
グ
ル
メ
や
物
産
も
楽
し

め
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ⓡ
さ
み
っ
と

実
行
委
員
会
事
務
局
（
羽
生
市
商
工
観
光

課
内
）
☎
５
６
０
ー
３
１
１
１

ま
ち
な
か
に
ぎ
わ
い
イ
ベ
ン
ト

▼
期
日　

10
月
30
日
㈯

▼
場
所　

加
須
市
中
心
市
街
地
商
店
街
（
東

武
伊
勢
崎
線
加
須
駅
周
辺
）

▼
内
容　

巨
大
カ
ブ
ト
ム
シ
型
ロ
ボ
ッ
ト
展

示
、
（
仮
称
）
収
穫
市
、
ラ
イ
ブ
＆
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

加
須
市
商
業
観
光
課
☎
０

　

４
８
０
ー
６
２
ー
１
１
１
１
ま
た
は
加
須

　

市
商
工
会
☎
０
４
８
０
ー
６
１
ー
０
８
４
２

北
川
辺
ふ
る
さ
と
秋
ま
つ
り
「
産
業
祭
」

▼
日
時　

10
月
31
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
２
時

▼
場
所　

北
川
辺
総
合
支
所
駐
車
場

▼
内
容　

模
擬
店
、
農
産
物･

商
工
直
売
コ

ー
ナ
ー
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

加
須
市
北
川
辺
総
合
支
所

　

環
境
経
済
課
☎
０
２
８
０
ー
６
１
ー
１
２

　

０
５

騎
西
銀
杏
祭
２
０
１
０

▼
日
時　

11
月
７
日
㈰
午
前
９
時
30
分

▼
場
所　

騎
西
総
合
公
園

▼
内
容　

青
空
び
っ
く
り
市
、
熱
気
球
体
験
、

ふ
れ
あ
い
動
物
園
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

加
須
市
騎
西
総
合
支
所
環

　

境
経
済
課
☎
０
４
８
０
ー
７
３
ー
１
１
１
１

童
謡
の
ふ
る
里
お
お
と
ね
農
業
ま
つ
り

▼
日
時　

11
月
14
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　

道
の
駅
「
童
謡
の
ふ
る
里
お
お
と

ね
」

▼
内
容　

模
擬
店
、
農
産
物
直
売
コ
ー
ナ
ー

な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

加
須
市
大
利
根
総
合
支
所
環

境
経
済
課
☎
０
４
８
０
ー
７
２
ー
１
３
１
９

多
重
債
務
者
相
談

  
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
無
料
相
談
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
域
講
座
を
開
催
し
ま
す

出
向
・
移
籍
・
転
職
を

　
　
　
　
　

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

羽  

生  

市

加  

須  

市
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相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館
2階会議室

  10月26日㈫ ※次回11月30日㈫の予約は 
  11月1日㈪から　   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政 産業文化会館2階会議室   11月1日㈪・15日㈪　　   午後1時30分〜3時30分

結婚 VIVAぎょうだ   10月17日㈰、11月5日㈮　   午前9時30分〜11時30分
（受け付けは午前9時30分〜11時）

消費生活
多重債務 市役所

  10月15日㈮・18日㈪・19日㈫・21日㈭・
  22日㈮・25日㈪・26日㈫・28日㈭・29日
  ㈮、11月1日㈪・2日㈫・4日㈭・5日㈮・8日
  ㈪・9日㈫・11日㈭・12日㈮・15日㈪

  午前9時30分〜午後3時30分

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

  10月15日㈮・21日㈭・28日㈭
  11月4日㈭・12日㈮  
  ※市内在住の方対象の電話相談は10月16日㈯  

  午後1時〜4時
（電話相談は午後1時〜2時30分）

VIVAぎょうだ
☎556ー9301

内職 市役所   10月15日㈮・19日㈫・22日㈮・26日㈫・
　29日㈮、11月2日㈫・5日㈮・9日㈫・12日㈮   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 忍・行田公民館   11月10日㈬　   午後1時30分〜3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内）   10月19日㈫   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷）   11月7日㈰ 　　   午前8時30分〜正午
水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷）   10月19日㈫・26日㈫、　　
  11月2日㈫・9日㈫   午後5時15分〜7時

談相種各 （10月15日〜11月15日）
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開館時間
午前9時30分～午後7時

市立図書館
佐間3ー24ー7
（「みらい」内）
TEL 556-4227  
FAX 555-3770

休館日
10月1日㈮・4日㈪・12日㈫・18日㈪・25日㈪、
11月1日㈪・2日㈫・8日㈪・15日㈪　
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください　

▶対　　象　幼児・小学生
▶内　　容　絵本など
▶主　　催　おはなしポケット

※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

▶日　　時　11月12日（金）午前10時30分
▶場　　所　図書館ミーティングルーム　
▶内　　容　絵本や紙芝居など
▶主　　催　おしゃべりインコの会

▶日　　時　10月16日（土）午後２時
▶場　　所　映像ホール
▶題　　名　ポパイ（43分）
▶定　　員　80人（先着順）
▶入 場 料　無料

　４カ月児健診に合わせ保健センターで絵本を配布します。
▶日　　時　11月5日（金）午後１時受付開始
▶持 ち 物　母子健康手帳

　10月27日から11月９日は秋の読書週間です。図書館
では、約25万冊の本を取りそろえていますので、ぜひお
出掛けください。

▶日　　時 【第１回】11月12日(金)午後２時～３時30分
　　　　　 【第２回】11月19日(金)午後２時～３時30分
　　　　　 【第３回】11月26日(金)午後２時～３時30分
▶場　　所　市立図書館
▶内　　容　読み聞かせの基本・プログラムの立て方、実

技指導など
▶講　　師　青木淳子さん（元学校図書館司書）
▶対　　象　これからボランティアを始めたい方や活動中

の方で経験の浅い方・初心者
▶定　　員　30人（先着順）
▶入 場 料　無料

▶日　　時　10月20日（水）午前10時30分～11時
▶対　　象　2、3歳児と保護者
▶内　　容　絵本、パネルシアターなど
　
▶日　　時　10月23日（土）午前11時　　
▶対　　象　幼児
▶内　　容　絵本や手遊びなど
▶主　　催　おはなしタンバリン
　
▶日　　時　11月6日（土）午後2時　　
▶対　　象　幼児・小学生
▶内　　容　絵本など
▶主　　催　おはなしの会

▶日　　時　11月13日（土）午後2時　　

秋の読書週間

定例子ども映画会

おはなし会 ブックスタート

移動図書館巡回日程

読み語りの会子ども読書活動推進のためのボランティア養成講座

11
月
11
日
（木）

桜
ヶ
丘
小

10
月
19
日
（火）

太
田
西
小

10
月
22
日
（金）

太
田
東
小

10
月
20
日
（水）

星
宮
小

10
月
27
日
（水）

荒
木
小

10
月
29
日
（金）

南
河
原
小

11
月
4
日
（木）

泉
小

11
月
5
日
（金）

埼
玉
小

11
月
10
日
（水）

須
加
小

11
月
9
日
（火）

北
河
原
小

11
月
12
日
（金）

※変更となる場合もあります
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マラソンで地球を救う

　９月４日、男女共同参画推進センター「ⅤⅠⅤＡぎょうだ」
調理室で「男の料理～簡単レシピで本格的な味を～」が開催さ
れました。
　市内の男性を対象に行われたこの催しでは、（社）埼玉県栄
養士会行田・羽生の会の秋山玉江さんと大神智子さんが誰にで
もできる調理方法を丁寧に指導。参加者は、当日配られたレシ
ピを食い入るように見ながら、麻婆豆腐や冬

とうがん

瓜と貝柱のスープ
などをぎこちない手つきながらも一生懸命調理していました。

　９月12日、市内循環バスターミナル西側芝生広場で第２回
行田軽トラ朝市が開催されました。
　朝８時の開始前には、軽トラックの前に長い列ができ、荷台
に積まれたナスやトマト、ジャガイモなどの新鮮な野菜や
花
か き

卉、果樹といった朝採りの農産物を買い求めるたくさんの人
出でにぎわいました。
　訪れた人たちは、お勧め品やおいしい食べ方を聞くなど、買
い物はもちろん、生産者との会話も楽しんでいる様子でした。

ぎこちない手つきでも本格中華

生産者との会話も楽しみのひとつ

上田県知事に旬な行田の話題をPR

　８月23日、工藤市長と忍城おもてなし甲
かっちゅうたい

冑隊が、上
田清司埼玉県知事を表敬訪問しました。
　工藤市長が、映画「のぼうの城」に関連する市の取
り組み状況をはじめ、田んぼアートや10月17日に行
われる第３回行田市Ｂ級グルメ大会など、行田の旬な話
題を知事に報告。その後、忍城おもてなし甲冑隊が知
事の前で剣舞を披露し、思う存分行田をＰＲしました。

　８月28日・29日の２日間、総合公園自由広場で行田
24時間チャリティーリレーマラソンが開催されました。
　この催しは、約１キロメートルのコースを１周走るごと
に１００円を募金するもので、市内外の１歳から７８歳ま
での２１１人が参加し、９６，１７７円の募金が集まりまし
た。集まった募金は、日本テレビの24時間テレビ「愛は
地球を救う」に全額寄附されました。
　参加者は、暑い日差しが照りつける中、自分の体力に合
わせ、楽しく走っていました。
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　９月12日、水城公園市民広場で第21回浮き城のま
ち行田こどもまつりが行われました。
　バルーンアートやスライムつくり、ボールプールな
ど、楽しい遊びが盛りだくさんのこの催し。今年は、
ミストを噴霧するミストファンや無料ドリンクコー
ナーが登場するなど熱中症対策も万全。９月中旬とは
思えないほど気温が上昇する中、暑さをものともしな
い、元気いっぱいの子供たちの笑顔と歓声があふれた
１日となりました。

あふれる笑顔　こどもまつり

おいしさの秘密を学んだ小学生

　８月27日、学校給食センター「ひまわり」で、味
覚教室が行われました。
　味の素株式会社から講師を招き、３回に分けて行わ
れたこの教室には、小学生と保護者27組計62人が
参加しました。甘味や苦味、うま味について説明を受
けた子供たちは、だしが含まれるみそ汁と含まれない
みそ汁を飲み比べ、うま味を実感。おいしさの秘密を
楽しく学びました。

　９月12日、グリーンアリーナで体力・運動能力
測定会が開催されました。
　20歳から77歳までの市民41人が参加し、握
力や上体起こしなどの共通項目をはじめ、64歳ま
での方は反復横飛びや立ち幅跳び、65歳以上の方
は10メートル障害物歩行などで自らの記録を測定。
普段知ることのできない自分の体力年齢を知るよい
機会となったようです。

　９月１日、市役所水道課と行田市水道工事業協同組
合による水道復旧および給水訓練が水道庁舎西部配
水場内で行われました。
　この訓練は前谷地区で水道本管破損事故が発生し、
大規模な断水となったことを想定。給水班、復旧班、
街角給水作業班に分かれた職員らは、それぞれの持
ち場で真剣に訓練に臨み、突然起こる災害に備え、円
滑な連携作業を確認しました。

体力年齢を知るよい機会に

真剣なまなざしで訓練に集中
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昔
の
遊
び
の
一
つ
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
け
ん
玉
で

す
が
、
シ
ン
プ
ル
な
遊
び
だ
か
ら
こ
そ
、
だ
れ
も
が

楽
し
め
る
玩
具
と
し
て
今
で
も
幅
広
い
年
代
か
ら
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
け
ん
玉
を
使
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
技
を
繰
り
出
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
け
ん
玉

協
会
ラ
イ
セ
ン
ス
４
段
の
腕
前
を
持
つ
の
が
持
田
に

お
住
ま
い
の
吉
場
達
工
さ
ん
で
す
。

　

吉
場
さ
ん
が
け
ん
玉
に
興
味
を
持
ち
、
熱
中
し
始

め
た
の
は
小
学
６
年
生
の
こ
ろ
だ
そ
う
で
す
。「
練
習

を
重
ね
れ
ば
、
難
し
い
技
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
る

う
れ
し
さ
や
楽
し
さ
を
知
り
、
夢
中
に
な
り
ま
し
た
」

と
話
す
吉
場
さ
ん
は
、
高
校
３
年
生
ま
で
に
ラ
イ
セ

ン
ス
１
級
を
取
得
。
そ
の
間
、
学
校
の
イ
ベ
ン
ト
や

福
祉
施
設
へ
の
慰
問
な
ど
で
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

行
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

大
学
へ
進
学
す
る
と
コ
メ
デ
ィ
研
究
部
に
入

部
。
パ
ン
ト
マ
イ
ム
や
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
な
ど
と
と
も

に
、
け
ん
玉
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
練
習
を
重
ね
ま
し

た
。
年
４
～
５
回
全
国
各
地
を
会
場
に
行
わ
れ
る
日

本
け
ん
玉
協
会
の
認
定
試
験
に
も
で
き
る
限
り
参
加

し
、
遠
く
は
長
崎
県
ま
で
受
験
し
に
出
掛
け
た
こ
と

も
。
そ
の
熱
心
さ
が
示
す
よ
う
に
20
歳
で
ラ
イ
セ
ン

ス
４
段
を
取
得
し
た
吉
場
さ
ん
は
、
コ
メ
デ
ィ
研
究

部
の
先
輩
に
誘
わ
れ
、
一
芸
を
持
つ
大
学
生
を
紹
介

す
る
テ
レ
ビ
番
組
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
る
と
、

合
格
し
出
演
が
決
定
。
純
粋
で
親
し
み
や
す
い
人
柄

も
相
ま
っ
て
、
そ
の
後
も
テ
レ
ビ
局
か
ら
の
依
頼

で
た
び
た
び
テ
レ
ビ
出
演
し
た
吉
場
さ
ん
は
、
い
ろ

い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
先
で
「
テ
レ
ビ
見
ま
し
た
よ
」
と

声
を
掛
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、

日
本
け
ん
玉
協
会
２
級
指
導
員
の
資
格
も
併
せ
持
つ

吉
場
さ
ん
は
、
今
年
７
月
に
市
内
の
公
民
館
で
子
ど

も
を
対
象
と
し
た
け
ん
玉
教
室
の
講
師
を
務
め
ま
し

た
。「
難
し
い
技
で
も
あ
っ
と
い
う
間
に
で
き
る
よ
う

に
な
る
子
供
た
ち
の
上
達
の
早
さ
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
楽
し
そ
う
に
け
ん
玉
を
や
っ
て
い
る
姿
を
見

て
、
あ
ら
た
め
て
け
ん
玉
の
魅
力
を
実
感
し
ま
し
た
」

分
か
り
や
す
く
丁
寧
な
指
導
と
、
目
の
前
で
披
露
さ

れ
る
吉
場
さ
ん
の
妙
技
に
、
子
供
た
ち
は
大
喜
び
し
、

け
ん
玉
の
と
り
こ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

上
位
の
段
の
取
得
を
目
指
し
日
々
腕
を
磨
く
吉
場

さ
ん
。「
こ
れ
か
ら
は
、
大
会
へ
の
出
場
機
会
を
増
や

す
と
同
時
に
、
指
導
員
資
格
を
生
か
し
て
た
く
さ
ん

の
人
と
交
流
し
、
け
ん
玉
の
楽
し
さ
を
広
め
ら
れ
た

ら
」
と
熱
い
思
い
と
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

	

佐
間	

藤
田　

素
仙

羽
ば
た
き
を
知
ら
ぬ
鷺さ
ぎ
そ
う草
我
が
庭
に

	

白
川
戸	

鈴
木　

都く
に

子

故
郷
に
法
事
の
一
夜
天
の
川

	

荒
木	

増
田　

時
枝

母
の
声
聞
き
て
安あ
ん

堵ど

の
八
月
や

	

須
加	

須
加　

照
代

秋
め
い
て
朝
日
差
し
込
む
厨
か
な

	

埼
玉	

松
岡　

孝
子

散
歩
す
る
林
道
の
風
秋
め
き
て

	

壱
里
山
町	

斉
藤　

閑
風

一
皿
の
茄な

子す

揉も

み
添
え
て
敗
戦
忌

	

持
田	

岡
本
千
寿
子

手
作
り
の
イ
カ
の
塩し
お
か
ら辛
啜す
す

る
夏

	

西
新
町	

小
宮　
　

武

今
日
も
ま
た
戦
う
如
く
草
を
引
く

	

持
田	

成
田　

国
利

噴
水
の
や
み
て
静
せ
い
じ
ゃ
く寂

覆お
お

ひ
け
り

	

荒
木	

髙
沢
よ
ね
子

朝
顔
の
つ
ぼ
み
に
秘
め
る
明
日
の
色

俳 

句

行田人行田人

いききき
いきき
いき
いき

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
５
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書	

　

で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

	

荒
木	

蛭
間
し
げ
子

夏
つ
ば
め
留
守
の
軒
先
子
だ
く
さ
ん

	

須
加	

蓮　
　

陽
子

エ
ア
コ
ン
に
こ
も
り
っ
き
り
の
喜
寿
の
夏

	

城
南	

橋
本
千
枝
子

奥
の
間
の
掛
け
軸
変
え
て
涼
新
た

	

城
西	

八
木
橋
近
蔵

待
ち
わ
び
る
日
の
出
や
蓮
の
玉
真
珠

	

下
忍	

阿
部　

義
之

風
鈴
の
音
一
つ
な
し
午
后
三
時

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

『
俳
画
』　

金
澤　

多
津
子
（
持
田
）

私
の
作
品

私
の
作
品

見
る
人
を
と
り
こ
に
す
る

け
ん
玉
４
段
の
腕
前

吉
場　

達た
つ
の
り工 

さ
ん
（
23
歳･

持
田
）



平
賀　

有り

く琥
ち
ゃ
ん（
持
田
）

父
・
誉
史
さ
ん　

母
・
裕
里
さ
ん

平
成
21
年
10
月
15
日
生
ま
れ

「
日
々
の
成
長
が
家
族
の
幸
せ
で
す
」

和
久
井 

悠ゆ
あ
ん行

ち
ゃ
ん（
長
野
）

父
・
直
輝
さ
ん　

母
・
裕
子
さ
ん

平
成
21
年
10
月
27
日
生
ま
れ

「
友
達
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
ね
☆
」

25

　

今
月
は
、
８

月
に
行
わ
れ
た

第
33
回
埼
玉
県

ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
中
央
大
会
で

初
優
勝
を
果
た

し
た
行
田
少
女

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
を
紹
介

し
ま
す
。

　

も
と
も
と
、

市
内
３
地
区
そ

れ
ぞ
れ
で
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

少
子
化
の
影
響
な
ど
を
受
け
て
各
地
区
で
チ
ー

ム
を
編
成
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
平
成
12
年
に
市
内
全
域
の
女
子
小
学
生
か

ら
な
る
同
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
25
人
の
選
手
が
西
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
毎
週
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の

午
前
中
に
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
１
部
の
太
陽
誘
電
に
所
属
し
、
エ
ー
ス

ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
伊
藤
美
幸

さ
ん
を
輩
出
し
た
名
門
チ
ー
ム
。
そ
し
て
、
伊

藤
選
手
を
同
ク
ラ
ブ
で
鍛
え
上
げ
、
子
供
た
ち

に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
指
導
し
て
25
年
の
経
歴
を

持
つ
監
督
の
石
井
良
造
さ
ん
が
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
に
対
す
る
情
熱
を
注
ぎ
な
が
ら
時
に
は
厳
し

く
、
時
に
は
優
し
く
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

選
手
ら
は
石
井
監
督
の
熱
心
な
指
導
に
応
え
る

か
の
よ
う
に
、
灼
し
ゃ
く
ね
つ

熱
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る
中

で
も
誰
一
人
集
中
を
切
ら
さ
ず
、
鋭
い
視
線
を

向
け
な
が
ら
練
習
に
励
み
ま
す
。
同
チ
ー
ム

は
、
絶
妙
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
攻
め
る
タ
イ

プ
と
大
人
顔
負
け
の
剛
速
球
で
攻
め
る
タ
イ

プ
の
２
人
の
投
手
を
擁
し
、
捕
手
が
両
投
手

の
よ
さ
を
う
ま
く
引
き
出
し
な
が
ら
相
手
を

打
ち
取
る
と
い
う
バ
ッ
テ
リ
ー
を
中
心
と
し

た
鉄
壁
を
誇
る
守
備
が
自
慢
。
こ
の
夏
の
大

会
は
チ
ー
ム
の
特
色
を
発
揮
し
、
相
手
に
負

け
な
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
臨
ん
だ
こ
と

で
、
各
地
区
代
表
16
チ
ー
ム
の
頂
点
に
駆
け
上

が
り
ま
し
た
。

　

次
の
目
標
は
「
11
月
に
行
わ
れ
る
県
民
総
合

体
育
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
」
と
監
督
、
選
手

共
に
力
強
く
宣
言
し
ま
す
。
石
井
監
督
に
よ
っ

て
心
技
体
を
充
実
さ
せ
、
何
よ
り
も
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
が
大
好
き
な
25
人
の
選
手
は
、
キ
ャ
プ

テ
ン
の
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
の
も
と
心
を
一
つ
に
、

再
び
埼
玉
の
頂
点
を
目
指
し
ま
す
。

▼�

問
い
合
わ
せ　

石
井
☎
０
９
０―

６
１
６
２

―

４
８
５
３

長
塩 

み
な
み 

ち
ゃ
ん（
下
忍
）

父
・
一
郎
さ
ん　

母
・
藍
さ
ん

平
成
21
年
10
月
５
日
生
ま
れ

「
我
が
家
の
宝
物
♡
」

小
川　

粋す

ず々

ち
ゃ
ん（
持
田
）

父
・
典
寿
さ
ん　

母
・
有
香
さ
ん

平
成
21
年
10
月
26
日
生
ま
れ

「
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
育
っ
て
ね
♡
」

吉
野 

美み

さ

き
早
紀
ち
ゃ
ん（
南
河
原
）

父
・
美
喜
雄
さ
ん　

母
・
パ
ッ
タ
ヤ
ー
さ
ん

平
成
21
年
10
月
23
日
生
ま
れ

「
や
さ
し
い
子
に
な
っ
て
ね
」

行田少女ソフトボールクラブ
～心を一つに  再び埼玉の頂点へ～

さわやか
サークル
さわやか
サークル

○10月29日(金)までに電話またはＥ
メールで広報広聴課広報
広聴担当(内線318) ※
応募要領は市ホームペー
ジをご覧ください。

○応募者多数の場合は、11月2日(火)
午後1時30分から市役所203会議室で
公開抽選を行います。

平成21年12月生まれの
お子さんを募集します



催し・募集
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広告

▼
展
示
期
間　

10
月
30
日
㈯
～
11
月

７
日
㈰　

▼
場
所　

郷
土
博
物
館 

▼
展
示
菊
花　

厚
物
、
管
物
、
福
助
、

ダ
ル
マ
、
盆
栽
、
懸
崖
な
ど　

▼
主

催　

行
田
市
菊
花
連
絡
協
議
会　

▼

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課
（
内
線

３
８
２
）

▼
日
時　

10
月
23
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
午
後
２
時
30
分
※
雨
天
の
場
合

は
24
日
㈰　

▼
場
所　

市
内
循
環
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
駐
車
場
お
よ
び
西

側
芝
生
広
場　

▼
内
容　

ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
バ
ザ
ー
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、

健
康
相
談
、
ペ
ッ
ト
相
談
な
ど　

▼

主
催　

行
田
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
健
康

ま
つ
り
実
行
委
員
会　

▼
共
催　

行

田
市
、
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
協
議
会
☎

５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

10
月
31
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
２
時　

▼
場
所　

行
田
中
央
総

合
病
院　

▼
内
容　

無
料
健
康
相

談
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
健
康
ト
ー
ク
（
午

後
１
時
～
１
時
30
分
）、
健
康
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

屋
台
（
焼
き
そ
ば
、
豚
汁
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
ク
ラ

フ
ト
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
）
ほ
か 

▼
入
場
無
料　

▼
主
催　

医
療
法
人

社
団
清
幸
会
行
田
中
央
総
合
病
院 

▼
後
援　

行
田
市　

▼
問
い
合
わ
せ 

同
病
院
荒
井
☎
５
５
３―

２
０
０
０

▼
日
時　

10
月
13
日
㈬
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

▼
場
所　

加
須
市

市
民
総
合
会
館
市
民
プ
ラ
ザ
か
ぞ 

女
性
セ
ン
タ
ー
・
青
年
セ
ン
タ
ー
活

動
室
（
加
須
市
中
央
２―
４―
17
） 

▼
内
容　

当
事
者
・
家
族
同
士
で
困

り
事
・
悩
み
事
な
ど
を
自
由
に
話
し

合
い
ま
す
。 

▼
対
象　

高
次
脳
機

能
障
害
の
あ
る
当
事
者
・
家
族
・
支

援
者　

▼
問
い
合
わ
せ　

地
域
で
共

に
生
き
る
ナ
ノ
谷
口
☎
０
４
８―

９
５
６―

２
２
２
４

▼
日
時　

11
月
６
日
㈯
午
後
１
時
～

５
時　

▼
場
所　

忍
・
行
田
公
民
館

ホ
ー
ル　

▼
内
容　

①
今
福
義
明
さ

ん
（
Ｄ
Ｐ
Ｉ
日
本
会
議
常
任
委
員
）、

笹
沼
和
利
さ
ん
（
埼
玉
県
移
送
サ
ー

ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）
に
よ
る

講
演
会　

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
公
共

交
通
が
ま
ち
を
変
え
る
～
車
を
持
た

な
い
人
も
便
利
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
～
」【
パ
ネ
リ
ス
ト
】
今
福
義

明
さ
ん
、
笹
沼
和
利
さ
ん
、
北
村
秀

哉
さ
ん
（
交
通
ま
ち
づ
く
り
広
場
事

務
局
長
）、
木
村
浩
章
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｃ
Ｉ
Ｌ
ひ
こ
う
せ
ん
理
事

長
）、
菅
原
広
志
さ
ん
（
行
田
市
生

活
課
主
幹
） 【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

田
尻
要
さ
ん
（
も
の
つ
く
り
大
学
大

学
院
准
教
授
） 

▼
費
用　

５
０
０
円

（
資
料
代
） 

▼
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｃ
Ｉ
Ｌ
ひ
こ
う
せ
ん　

▼
問
い
合
わ

せ　

同
法
人
☎
５
５
５―

１
１
０
０

▼
日
時　

11
月
21
日
㈰
午
前
９
時
30

分
※
小
雨
決
行　

▼
集
合
場
所　

①

Ｊ
Ｒ
北
鴻
巣
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
前
（
埼

玉
り
そ
な
銀
行
側
）
②
さ
き
た
ま
古

墳
公
園
新
駐
車
場　

▼
コ
ー
ス　

Ｊ

Ｒ
北
鴻
巣
駅
～
さ
き
た
ま
古
墳
公
園

の
往
復　

▼
参
加
費　

３
０
０
円
※

参
加
費
は
全
額
、
世
界
の
子
ど
も
た

ち
に
ワ
ク
チ
ン
を
送
る
た
め
に
使
わ

れ
ま
す
。 

▼
主
催　

医
療
生
協
さ

い
た
ま
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
実
行
委

員
会
ほ
か　

▼
後
援　

行
田
市　

▼

問
い
合
わ
せ　

行
田
協
立
診
療
所
山

田
☎
５
５
６―

４
５
８
１

▼
日
時　

①
11
月
10
日
・
17
日
・
24

日　

②
平
成
23
年
１
月
12
日
・
19
日
・

26
日
の
各
水
曜
日
午
前
10
時
30
分
～

午
後
１
時　

▼
場
所　

総
合
福
祉
会

館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
２
階
調
理
実

習
室　

▼
対
象　

市
内
在
住
で
60
歳

以
上
の
方　

▼
定
員　

①
②
各
12
人

（
先
着
順
） 

▼
参
加
費　

１
回
５
０
０

円　

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾　

▼
そ
の
他　

一
人
で
①
②
両
方

の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。 

▼
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
20
日
㈬

午
前
９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で

行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
５
５
７

―

５
４
０
０

▼
日
程　

10
月
22
日
㈮
～
24
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
４
時
（
24
日
は
午
後

３
時
ま
で
） 

▼
場
所　

駒
形
薬
師
遍

照
院
客
殿　

▼
内
容　

書
道
、板
画
、

染
色
の
展
示　

▼
入
場
無
料　

▼
主

催　

渥
美
大
童
後
援
会　

▼
問
い
合

わ
せ　

渥
美
大
童
画
室
☎
５
５
９―

２
３
３
１

 

第
36
回
行
田
市
菊
花
展

埼
玉
県
高
次
脳
機
能
障
害

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業

「
地
域
交
流
会
」

埼
玉
を
歩
い
て
世
界
の

子
ど
も
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を
！

 

そ
ば
教
室

＊広告掲載の問い合わせは、三共印刷株式会社へ　☎５５６ー６２０１

 

ボ
ー
ダ
レ
ス
の
街

行
田
を
つ
く
ろ
う

 

渥
美
大
童
99
歳
記
念
展

 

行
田
市
ふ
れ
あ
い
福
祉

健
康
ま
つ
り

 

行
田
市
民
健
康
ま
つ
り

２
０
１
０



公
園
庭
球
場
ほ
か　

▼
種
目　

一
般

男
子
、
一
般
女
子　

▼
試
合
方
法 

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式　

▼
参
加
費 

１
ペ
ア
一
般
１
千
円
、
高
校
生
・
中

学
生
６
０
０
円
※
大
会
当
日
徴
収 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

10
日
㈰
～
24
日
㈰
に
行
田
市
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
連
盟
間
庭
☎
０
９
０―

１
１
０
５―

２
５
７
１
※
申
込
用
紙

は
同
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.g

eocities.jp/
gyoudasofttennis/

▼
日
時　

11
月
21
日
㈰
午
前
８
時
45

分
受
付　

午
前
９
時
開
会　

▼
場
所 

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
競
技
方
法 

リ
ー
グ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
※
参
加

者
数
に
よ
り
変
更
の
場
合
あ
り　

▼

種
目　

ダ
ブ
ル
ス
４
部
門
【
小
学
生

の
部
】【
中
学
生
の
部
】
学
年
別
【
一

般
男
子
】
１
部
（
上
級
）、２
部
（
中

級
）、
３
部
（
初
級
）【
一
般
女
子
】

１
部
（
上
級
）、
２
部
（
中
級
）、
３

部
（
初
級
） 

▼
参
加
資
格　

市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
お
よ
び
行
田

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
登
録
者　

▼

参
加
費　

一
般
１
組
２
千
円
、
小
・

中
学
生
１
組
５
０
０
円
※
当
日
不
参

加
の
場
合
、
参
加
費
の
返
金
不
可 

▼
そ
の
他　

一
般
の
部
は
シ
ャ
ト
ル

▼
日
時　

11
月
28
日
㈰
午
後
２
時
開

演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　

▼
曲
目　

フ
ォ
ー
レ
・
レ
ク
イ

エ
ム
、
組
曲
「
蔵
王
」「
旅
」
ほ
か 

▼
出
演　

浅
井
一
郎
さ
ん
（
指
揮
）、

鳥
羽
孝
子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）、
青
柳

有
香
子
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
原
田

勇
雅
さ
ん
（
バ
リ
ト
ン
） 

▼
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ　

シ
ア
タ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

ト
ー
キ
ョ
ー　

▼
入
場
料　

指
定
席

１
千
５
０
０
円
、
自
由
席
１
千
円 

▼
後
援　

行
田
市
教
育
委
員
会
ほ
か 

▼
問
い
合
わ
せ　

中
野
宅
☎
５
５
６

―

５
４
０
９
ま
た
は
長
谷
見
宅
☎

５
５
７―

２
６
４
７

▼
日
時　

11
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰
午

前
９
時
30
分
～
午
後
３
時　

▼
場
所 

中
央
公
民
館
創
作
室　

▼
内
容　

立

体
デ
ッ
サ
ン
を
学
び
ま
す
。
初
め
て

の
方
に
も
分
か
り
や
す
く
指
導
し
ま

す
。 

▼
定
員　

15
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
費　

１
千
５
０
０
円
（
材
料

費
な
ど
） 

▼
申
し
込
み　

同
館
☎

５
５
６―

２
６
４
９　

▼
問
い
合
わ

せ　

行
田
市
美
術
家
協
会
木
暮
照
子

宅
☎
５
５
６―

６
６
５
７

▼
日
時　

10
月
24
日
㈰
午
後
１
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

太
田
公
民
館

ホ
ー
ル　

▼
内
容　

シ
ャ
ン
ソ
ン
か

ら
オ
ペ
ラ
ま
で　

▼
出
演　

長
森
理

恵
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
岩
下
美
穂

さ
ん
（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）、
大
久

保
英
子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）、
田
中
千

晶
さ
ん
（
フ
ル
ー
ト
） 

▼
入
場
無
料 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
館
☎
５
５
９―

４
２
９
９

▼
日
時　

11
月
27
日
㈯
午
後
１
時
～

３
時
30
分　

▼
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
２
階
大
広

間　

▼
講
師　

渥
美
大
童
さ
ん　

▼

対
象　

小
学
３
年
生
以
上　

▼
定
員 

30
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
費 

５
０
０
円　

▼
持
ち
物　

彫
刻
刀
、

バ
レ
ン
、
ふ
き
ん
、
新
聞
紙　

▼
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
16
日

㈯
か
ら
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
５
５
４―

５
７
０
６

▼
日
時　

11
月
7
日
㈰
午
前
８
時
受

付　

午
前
８
時
15
分
開
会
※
雨
天
の

場
合
は
14
日
㈰　

▼
場
所　

富
士
見

を
本
部
よ
り
提
供
。
小
・
中
学
生
は

持
ち
寄
り
（
第
２
種
検
定
以
上
の
合

格
球
） 

▼
主
催　

行
田
市
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
連
盟　

▼
後
援　

行
田
市
教
育

委
員
会
、
行
田
市
体
育
協
会　

▼
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11
月
１
日

㈪
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
笠
原
享

子
宅
（
〒
３
６
１―

０
０
５
４
行
田

市
城
南
３―

24
）
☎
５
５
６―

０
４
６
３
※
問
い
合
わ
せ
は
午
後
１

時
以
降

▼
日
時　

11
月
28
日
㈰
午
前
９
時 

▼
場
所　

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼

種
目　

団
体
戦
【
男
子
】
１
部
・
２

部
（
４
単
１
複
方
式
）
１
チ
ー
ム
４

人　
【
女
子
】
１
部
・
２
部
（
２
単

１
複
方
式
）
１
チ
ー
ム
３
人　

※
学

生
は
男
女
各
３
チ
ー
ム
ま
で　

▼
対

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

▼
参
加
費　

１
チ
ー
ム
２
千
円
、
学

生
１
千
５
０
０
円
※
連
盟
未
登
録
者

２
千
５
０
０
円
※
当
日
不
参
加
の
場

合
、
参
加
費
の
返
金
不
可　

▼
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ　

種
目
、
チ
ー

ム
名
、
メ
ン
バ
ー
名
を
記
入
の
う
え

11
月
11
日
㈭
午
後
７
時
ま
で
に
郵
送

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
行
田
市
卓
球
連
盟

事
務
局
田
島
直
也
宅
（
〒
３
６
１―

０
０
２
４
行
田
市
小
針
２
５
８
５
）

☎
５
５
９―

３
７
８
９　

Ｆ
Ａ
Ｘ

５
５
９―
０
７
１
４

広告
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太
田
公
民
館

秋
の
コ
ン
サ
ー
ト

 

年
賀
状
版
画
教
室

 

第
47
回
会
長
杯
争
奪

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

 

第
38
回

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

 

行
田
市
民
卓
球
大
会

秋
季
団
体
戦

 

行
田
フ
ロ
イ
デ第４

回
演
奏
会

県
北
美
協
・
行
田
市
美
協
彫
刻
部

作
品
制
作
会



催し・募集

開
催　

▼
問
い
合
わ
せ　

県
産
業
人

材
育
成
課
☎
０
４
８―

８
３
０―

４
６
０
２

▼
日
時　

10
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰
午

前
９
時
30
分
～
午
後
３
時　

▼
場
所 

も
の
つ
く
り
大
学　

▼
内
容　

竹
と

ん
ぼ
、
ガ
リ
ガ
リ
と
ん
ぼ
を
作
っ
て

遊
ぶ　

▼
対
象　

小
学
生
以
上　

▼

定
員　

各
日
１
０
０
人　

▼
参
加
無

料　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

同
大
学
☎
５
６
４―

３
８
９
５

▼
日
時　

10
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰
午

前
９
時
30
分　

▼
場
所　

も
の
つ
く

り
大
学
建
設
棟
２
階
Ｂ
２
１
２
０ 

▼
対
象　

市
内
の
小
学
校
高
学
年
以

上　

▼
参
加
無
料　

▼
問
い
合
わ
せ 

同
大
学
☎
５
６
４―

３
８
９
５

▼
日
時　

10
月
31
日
㈰
午
前
９
時
30

分　

▼
場
所　

も
の
つ
く
り
大
学 

▼
対
象　

市
内
の
小
学
生　

▼
参
加

無
料　

▼
そ
の
他　

10
月
23
日
㈯
・

24
日
㈰
に
事
前
工
作
教
室
を
開
催 

▼
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
☎

５
５
６―

８
３
１
６

▼
日
時　

11
月
５
日
㈮
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

▼
場
所　

行
田
商
工
会

議
所
会
議
室　

▼
内
容　

運
転
資

金
・
設
備
資
金
・
開
業
の
た
め
の
融

資
相
談
（
要
予
約
） 

▼
相
談
員　

日

本
政
策
金
融
公
庫
熊
谷
支
店
融
資
担

当
者　

▼
持
ち
物　

確
定
申
告
書
お

よ
び
決
算
書
直
近
２
期
分
、
預
金
通

帳
、
借
入
明
細
、
税
金
の
領
収
書
、

免
許
証
、
社
判
・
印
鑑
、
見
積
書
（
設

備
資
金
の
場
合
） 

▼
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ　

11
月
４
日
㈭
ま
で
に
電

話
で
同
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所
☎

５
５
６―

４
１
１
１
ま
た
は
日
本
政

策
金
融
公
庫
熊
谷
支
店
国
民
生
活
事

業
☎
５
２
１―

２
７
３
１

▼
日
時　

11
月
10
日
㈬
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

▼
場
所　

熊
谷
駅
ビ
ル

東
側
テ
ィ
ア
ラ
４
階
特
設
会
場
（
熊

谷
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

第
１
・
第
２
会
議
室
） 

▼
内
容　

相

談
担
当
（
弁
護
士
１
人
、
民
事
調
停

委
員
２
人
、
家
事
調
停
委
員
２
人
）

が
調
停
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 

▼
相
談
事
項　

サ
ラ
金
、交
通
事
故
、

近
隣
の
問
題
、
家
庭
内
や
男
女
の
問

題
、
後
見
な
ど　

▼
そ
の
他　

秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ

せ　

さ
い
た
ま
地
方
・
家
庭
裁
判
所

熊
谷
支
部
、
熊
谷
簡
易
裁
判
所
☎

５
２
１―

２
４
７
４

▼
日
時　

11
月
10
日
㈬
午
後
１
時
～

４
時　

▼
場
所　

生
活
課
相
談
室 

▼
相
談
内
容　

相
続
、
遺
言
、
離
婚
、

交
通
事
故
、
農
地
転
用
、
許
認
可
関

係
ほ
か
日
常
生
活
の
困
り
事
（
予
約

制
） 

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
行
政

書
士
会
埼
北
支
部（
行
田
地
区
担
当
）

大お
お
庭ば

☎
５
５
４―

２
７
０
２

▼
日
時　

11
月
17
日
㈬
午
前
９
時
～

正
午　

▼
場
所　

生
活
課
相
談
室 

▼
相
談
内
容　

不
動
産
に
関
し
て
分

か
ら
な
い
こ
と
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど 

▼
問
い
合
わ
せ　

㈳
埼
玉
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
北
埼
支
部
☎
５
６
２

―

５
９
０
０

▼
日
時　

10
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
５
時　

▼
場
所　

も

の
つ
く
り
大
学　

▼
内
容　

特
設
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
バ
ン
ド
演
奏
、

も
の
づ
く
り
体
験
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ

ラ
ー
カ
ー
・
ロ
ボ
コ
ン
出
場
作
品
展

示
、
も
の
つ
く
り
コ
ン
ペ
、
模
擬
店
、

ミ
ニ
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
な
ど　

▼
主
催　

第
10
回

も
の
つ
く
り
大
学
碧
蓮
祭
実
行
委
員

会　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
実
行
委
員

会
☎
０
８
０―

３
１
２
４―

２
５
９
４

▼
日
時　

10
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
４
時　

▼
場
所　

も

の
つ
く
り
大
学　

▼
内
容　

職
人
の

技
の
披
露
、
洋
服
な
ど
の
リ
フ
ォ
ー

ム
実
演
・
講
習
、
も
の
づ
く
り
体
験

教
室
、
名
工
会
の
作
品
展
示
即
売
、

農
産
物
や
地
元
特
産
品
の
即
売
、
勝

手
に
埼
玉
応
援
隊
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
な
ど　

▼
主
催　

人
づ
く

り
・
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
埼
玉

２
０
１
０
実
行
委
員
会　

▼
そ
の
他 

同
大
学
学
園
祭
「
碧
蓮
祭
」
と
同
時
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第
10
回
も
の
つ
く
り
大
学

学
園
祭
「
碧
蓮
祭
」

行
田
市
民

「
お
も
し
ろ
も
の
づ
く
り
教
室
」

楽
し
い
竹
細
工
教
室

 

年
末
金
融
相
談
会

 
無
料
調
停
相
談
会

 

折
り
紙
建
築
教
室

 

マ
ン
ガ
ン
カ
ー
レ
ー
ス

体
験
教
室

 

行
政
書
士
無
料
相
談
会

 

不
動
産
無
料
相
談

人
づ
く
り
・
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア

埼
玉
２
０
１
０

《住民基本台帳人口》
人口86,107人　　男42,916人　　女43,191人　　世帯数32,551世帯
8月中の異動　出生50人　転入等200人　死亡64人　転出等184人

行田市の人口と世帯
（平成22年 9月１日現在）



業
文
化
会
館
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ 

▼
内
容　

市
内
児
童
の
絵
画
・
書

の
作
品
展
示　

▼
入
場
無
料

▼
期
日　

10
月
9
日
㈯
～
11
日
㈪ 

▼
内
容　

①
古
代
蓮
の
里
売
店

で
、
お
得
感
い
っ
ぱ
い
の
ワ
ン
コ

イ
ン
セ
ー
ル
（
１
０
０
円
）
実
施 

②
古
代
蓮
会
館
有
料
入
館
者
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
進
呈　

③
古
代

蓮
の
里
う
ど
ん
店
で
う
ど
ん
を
注

文
さ
れ
た
方
に
ゆ
で
た
ま
ご
１
個

サ
ー
ビ
ス　

▼
そ
の
他　

各
施
設

と
も
営
業
時
間
は
通
常
ど
お
り

▼
日
時　

11
月
6
日
㈯
午
後
１
時

～
４
時　

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館

研
修
工
作
室　

▼
内
容　

冬
を
越

し
春
ま
で
長
く
楽
し
め
る
品
種
の

草
花
を
主
体
に
寄
せ
植
え
し
ま

▼
日
時　

10
月
30
日
㈯
～
11
月
3

日
㈬
午
前
９
時
～
午
後
９
時　

▼

場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー
パ
ブ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル　

▼
内
容　

足
袋
や
足

袋
蔵
の
資
料
展
示　

▼
入
場
無
料 

▼
後
援　

行
田
市
教
育
委
員
会 

▼
協
力　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ょ
う
だ

足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

▼
日
時　

10
月
22
日
㈮
～
24
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
７
時
（
最
終
日

は
午
後
５
時
ま
で
） 

▼
場
所　

産

▼
日
時　

10
月
26
日
㈫
午
後
２
時
開

演　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」文
化
ホ
ー

ル　

▼
内
容　
「
ブ
タ
を
育
て
食
べ

る
」
と
い
う
驚
く
べ
き
授
業
を
提
案

し
た
新
任
教
師
と
子
供
た
ち
が
卒
業

ま
で
の
１
年
間
、真
剣
に
“
い
の
ち
”

と
向
き
合
っ
た
感
動
の
実
話
。 
▼

入
場
無
料　

▼
問
い
合
わ
せ　

人
権

教
育
推
進
協
議
会
（
ひ
と
つ
く
り
支

援
課
内
）
☎
５
５
６―

８
３
１
９

▼
日
時　

11
月
20
日
㈯
午
後
２
時
30

分　

▼
場
所　

忠
次
郎
蔵　

▼
内
容 

一
人
で
そ
ば
が
打
て
る
よ
う
に
な

り
、
卒
業
生
は
蔵
内
に
名
前
が
掲
示

さ
れ
ま
す
。 

▼
定
員　

18
人
（
先

着
順
） 

▼
費
用　

１
千
円　

▼
持
ち

物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾　

▼
主
催 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
忠
次
郎
蔵
」 

▼
そ
の

他　

希
望
者
に
は
引
き
続
き
中
級

（
２
回
）、
上
級
（
２
回
）
の
教
室
も

あ
り　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

同
法
人
☎
５
５
６―

９
９
８
８
（
火

～
日
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後
３

時
）
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://

忠
次
郎
蔵.biz 

）
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行
田
市
人
権
教
育
講
座

映
画
「
ブ
タ
が
い
た
教
室
」

上
映
会

 

忠
次
郎
蔵

「
そ
ば
打
ち
教
室
」
初
級

市県民税・・・・・・・・・３期　　　介護保険料・・・・・・・・４期
国民健康保険税・・・・・・４期　　　後期高齢者医療保険料・・・４期　　　納期限・・・11月１日（月）

今月の納税

す
。 

▼
講
師　

テ
ク
ノ
・
ホ
ル

テ
ィ
園
芸
専
門
学
校
教
員　

▼
対

象　

成
人　

▼
定
員　

30
人(

先

着
順) 

▼
参
加
費　

２
千
５
０
０

円(

保
険
料
・
材
料
代
） 

▼
申
し

込
み　

10
月
16
日
㈯
午
後
２
時
～

30
日
㈯
に
同
館　

▼
そ
の
他　

内

容
が
若
干
変
更
す
る
場
合
あ
り

　

展
望
タ
ワ
ー
か
ら
の
夕
日
を
鑑

賞
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
開
館

時
間
を
30
分
延
長
し
午
後
５
時
ま

で
営
業
し
ま
す
（
入
館
は
午
後
４

時
30
分
ま
で
）。

▼
開
催
日　

11
月
6
日
～
28
日
の

毎
週
土
・
日
曜
日　

▼
そ
の
他 

午
後
３
時
か
ら
館
内
休
憩
所
で

ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
を
無
料
提
供

し
ま
す
。 

▼
入
館
料　

大
人

４
０
０
円
、
小
人
２
０
０
円
※
未

就
学
児
童
無
料

▼
日
程　

10
月
13
日
㈬
～
11
月
8

日
㈪
午
前
9
時
～
午
後
４
時
30
分

(

入
場
は
午
後
４
時
ま
で
） 

▼
場

所　

産
業
文
化
会
館
１
階
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー　

▼
内
容　

行
田
市

美
術
家
協
会
写
真
部
部
員
の
作
品

展
示　

▼
入
場
無
料

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館 グリーンアリーナ

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）
足
袋
と
足
袋
蔵
の
ま
ち

行
田
展

サ
ン
セ
ッ
ト
鑑
賞
会

秋
の
草
花
の
寄
せ
植
え

子
ど
も
文
化
祭

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
特
別
展

第
10
回　

写
真
展

古
代
蓮
の
里

「
秋
の
感
謝
祭
」
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私
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
行
田
市
に
は
、
い
つ
ご

ろ
か
ら
人
々
が
暮
ら
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

行
田
市
内
で
人
々
が
生
活
を
始
め
た
の
は
、
今
か

ら
約
１
万
６
千
年
前
の
旧
石
器
時
代
か
ら
で
し
た
。

長
野
中
学
校
の
校
庭
（
馬
場
裏
遺
跡
）
か
ら
、
そ
の

こ
ろ
の
石
器
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
代
に

は
ま
だ
土
器
は
な
く
、
石
器
を
使
っ
て
狩
り
を
し
て

生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
行
田
市
周
辺
地
域

は
、
今
と
違
っ
て
起
伏
の
激
し
い
地
形
で
、
馬
場
裏

遺
跡
の
あ
る
場
所
は
、
大
宮
台
地
先
端
の
細
長
い
台

地
の
上
で
し
た
（
現

在
も
こ
の
付
近
が
行

田
市
内
で
最
も
標
高

の
高
い
場
所
で
す
）。

恐
ら
く
当
時
の
人
々

は
、
台
地
の
上
を

転
々
と
移
動
し
な
が

ら
狩
り
を
し
て
い
た

よ
う
で
す
。

　

縄
文
時
代
に
な

る
と
、
土
器
が
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、

人
々
は
食
べ
物
を
煮

て
食
べ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
約
７
千
年

前
の
縄
文
時
代
前
期

ご
ろ
に
は
馬
場
裏
遺
跡
に
竪
穴
住
居
が
築
か
れ
て
、

集
落
が
営
ま
れ
始
め
ま
す
。
こ
の
集
落
は
間
も
な

く
地
域
の
拠
点
的
集
落
へ
と
発
展
し
、
そ
の
後
消

長
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

約
５
千
５
０
０
年
か
ら
３
千
３
０
０
年
前
ご
ろ
の

縄
文
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
な
る
と
佐
間
地
区
（
諏

訪
山
遺
跡
）、
埼
玉
地
区
（
船
原
・
内
郷
通
遺
跡
、

下
埼
玉
通
遺
跡
、
陣
場
遺
跡
な
ど
）
の
台
地
上
に

も
集
落
が
営
ま
れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
小
規
模
で
、

広
い
台
地
上
に
大
規
模
集
落
が
営
ま
れ
る
県
内
の

ほ
か
の
地
域
と
比
べ
る
と
、
こ

の
時
代
の
行
田
市
域
は
人
口
が

や
や
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
れ
で
も
渡
柳
の
陣
場
遺

跡
か
ら
は
、
急
須
に
似
た
形
を

し
た
注
ち
ゅ
う
こ
う口
土
器
な
ど
貴
重
な
縄

文
土
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

縄
文
時
代
後
期
の
後
半
に

な
る
と
、
下
忍
地
区
の
沖
積
地

（
高
畑
遺
跡
）
に
集
落
が
営
ま

れ
ま
す
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
集

落
数
は
減
少
し
、
や
が
て
市
内

に
集
落
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ

て
縄
文
時
代
の
終
わ
り
を
迎
え

ま
す
。

�（
文
化
財
保
護
課　

中
島
洋
一
）

材料（２人分）
柿…１個　かぶ…中１個
ドレッシング　【柿…1/4個　酢・レモン汁…各大さじ1/2　塩…小さじ1/3　
サラダ油…大さじ1　こしょう…少々】

作り方
①�柿は4～5㎜の厚さに切り、薄い塩水にくぐらせ水気をふき取る。
②�かぶは皮をむき、縦半分に切ってから、柿と同じように切る。塩を軽く振り、
しんなりさせる。

③�柿1/4個は皮をむいてすりおろし、ドレッシングの材料と混ぜ合わせる。
④�②の水分を絞り、①と交互に並べ、③をかける。

栄養成分（１人分）
エネルギー157kcal　たんぱく質1.0ｇ　脂質6.9ｇ　炭水化物
24.7ｇ　食塩相当量1.0ｇ　ビタミンＣ102mg　食物繊維3.1g

（社）埼玉県栄養士会　行田・羽生の会

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。

■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報�
　広聴担当（内線318）までご連絡
　ください。

199

行
田
の
歴
史
再
発
見

行
田
の
歴
史
再
発
見

2

環境にやさしい大豆油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

　柿の実が鮮やかに色づいてきました。柿を食べると風邪をひきにくくなるとい
いますが、これは柿に豊富に含まれるビタミンＣとビタミンＡが、体の抵抗力や
免疫機能を高めるからです。大きめの柿を１つ食べるだけで、１日に必要とする
ビタミンＣ量を十分取ることができます。
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行
田
の
あ
け
ぼ
の
～
旧
石
器
・
縄
文
時
代
の
行
田
～

色鮮やか　さっぱりサラダ

柿のサラダ

陣場遺跡から出土した注口土器

　９月12日、第38回行田市消防団消防操法大会が消防本部で行われました。
自動車ポンプの部と小型ポンプの部に分かれ、消防用機械器具操作の迅速さと正
確さを競い合った選手たち。日ごろの訓練の成果を発揮していました。
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